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1
Planning について

次も参照:

Planning について

タスク・リストについて

Planning のログオフ

Planning について
Oracle Hyperion Planning は、共同のイベントベースの運営プランニング・プロセス
を促進し、組織の幅広い財務および運営ニーズに対応する予算およびプランニング・
ソリューションです。ユーザーは、データを入力、分析、レポートでき、プランニン
グ・プロセスを管理して、データ入力フォームをカスタマイズすることができます。

Planning は、完全でクローズド・ループのプランニング・プロセスへの包括的なアプ
ローチであり、連続したビジネス向上を促進します。すべての意思決定者および第一
線のマネージャは必要な一連のアクションに対する伝達を行い、予算ホルダーと協力
できるため、プランニング・プロセスを最適化し、効果的にできます。方向性が変更
されるような物質的なイベントが発生する場合、プランナは、プランは妥当で役に立
つことを確認しながら、早急に対応できます。

Planning の利点:

• 世界的規模の企業の複数の事業部にわたる協力、情報伝達および管理を促進しま
す。

• 変動と頻繁に行われるプランニング・サイクルを管理し、絶え間ないプランのた
めのフレーム・ワークを提供します。

• Web または Oracle Smart View for Office により使い勝手の良さと、デプロイメン
トのしやすさを実現します

• より短期間でアプリケーションを作成して導入でき、アプリケーションの保守も
容易になるので、総所有コストを削減できます

• レポート作成、分析およびプランニングにより、意志決定プロセスが改善されま
す。

• 複雑なビジネス・ルールや割当てを組み込んで、モデリングを推進します。

• Smart View を統合して、Microsoft Excel のワークシートをデザインし、Planning
アプリケーションでデータを入力、フォーマット、分析、そしてレポートするこ
とができます。Smart View でアド・ホック・グリッド(選択したデータ・スライ
ス)を使用すると、アドホック分析を実行することもできます。

• 他のシステムと統合してデータをロードできます。
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タスク・リストについて
管理者および対話型ユーザーは、フォームの完成、ビジネス・ルールの起動、承認の
ための数の送信など、予算サイクル・アクションの実行に役立つタスク・リストを設
定できます。管理者は、他のアプリケーションにリンクするタスクも含められます。
タスク・リストの操作を参照してください。

Planning のログオフ
Oracle Hyperion Planning を閉じるには、「ファイル」、「終了」の順に選択します。

タスク・リストについて
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2
タスク・リストの操作

次も参照:

タスク・リストとタスクについて

タスク・リストおよびタスクの操作

タスクの完了

電子メール・アラートの表示

タスク・リストのステータスのレポート

ダッシュボードを使用したタスク・リスト・ステータスの表示

タスク・リストとタスクについて
管理者は、予算サイクルに対するアクションの実行に役立つタスク・リストを定義で
きます。たとえば、タスクによってフォームの完了、ビジネス・ルールの起動または
プランニング・ユニットの上位への移動ができる場合があります。タスクには、手順、
期限、依存関係およびアラートを表示できます。タスクでは、次のアーティファクト
またはプロセスを起動するか含めることができます:

• Web ページ - タスクを実行または完了するために使用する必要がある URL を開
きます

• フォーム - 完了または更新する必要があるフォームを開きます

• 承認 - シナリオおよびバージョンでレビュー・プロセスを開始します

• ビジネス・ルール - ビジネス・ルールを起動します

• バージョンのコピー - サポート詳細、注釈、セル・テキスト、セル・ドキュメント
などのフォームのデータを、ソース・バージョンから宛先バージョンにコピーし
ます

• ジョブ・コンソール - ユーザー別またはタイプやステータス別にジョブを表示でき
るようにジョブ・コンソールを起動します

タスク・リストには移動パス・ルールの検証レポートも表示させることができます。
検証レポートの表示およびエラーの解決の詳細は、データ検証エラーの表示と解決を
参照してください。

タスク・リストとタスクの作成の詳細は、Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドを参
照してください。

タスク・リストおよびタスクの操作

タスク・リストを表示するには:
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1. アプリケーションを開き、タスクを実行します:

• 「表示」、「タスク・リスト」、「タスク・リスト」の順に選択します。

• 「自分のタスク・リスト」を選択します。

2.「タスク・リスト・ステータス」で、タスク・リストのステータスを確認します。

タスクのステータスが表示されます。タスク・リストを表示するには、「自分のタ
スク・リスト」の下でタスク・リストを選択します。

ステータスを「円グラフ」または「プロジェクト・ガント・チャート」として表示
できます。タスク・ステータスの表示方法を選択するには、画面の右上にある「表
示」ドロップダウン・メニューから目的のオプションを選択します。

• 円グラフ - 完了、未完または遅滞のタスクの割合を表示します。セクションを
クリックして、特定のタスク・ステータスに関する詳細を表示します。

• プロジェクト・ガント・チャート - 次のオプションを指定して、「プロジェク
ト・ガント・チャート」をカスタマイズできます:

– 表示:

* リスト・ペイン - 表示する列と、タスク・リスト情報を展開または縮
小する方法を選択します。

* 日付に移動

* タイム・スケール - メジャー軸およびマイナー軸に表示するタイム・
スケールを選択します。たとえば、年、半期、四半期、半四半期、月、
週、日、時間などです。

– フィルタ - 「すべてのタスク」を選択して、未処理タスクのステータスを
表示します。

– ズーム・イン/ズーム・アウト - 表示されるデータの詳細を増減します。

– ズーム対象 - 特定の時間枠にズームします。

3. 各タスクに関する情報を確認します。次のタスク情報を表示できます:

• タイプ - Web ページ、フォーム、ジョブ・コンソール、承認、ビジネス・ルー
ルまたは説明などのタスクのタイプ。

• ステータス:

–  - タスクは完了しました。タスクに従属タスクがある場合、それらのタ

スクも完了していないと、プライマリ・タスクに は表示されません。

– - タスクは未完です。

– - タスクは遅滞しています。

• 期限

期限はタスク・リストの作成時に設定されます。Oracle Hyperion Planning 管理
者ガイドのタスク・リストの管理を参照してください。

• 完了日 - タスクが完了した日付。

タスク・リストおよびタスクの操作
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• 手順 - をクリックして、タスクの完了方法に関する情報にアクセスします。

• アクション - をクリックして、タスクに関する詳細情報を入力できるタス
ク・リスト・ウィザードを起動します。

タスク・ウィザードで、選択したタスク・リストやタスクに適したオプション
を使用してナビゲートできます。たとえばタスク・リスト、タスク、ステータ
スによって「次へ」、「前へ」、「次の未完」、「前の未完」を選択できます。タス
クの完了を参照してください。

タスクの完了

タスクを完了する方法は、タスク・タイプに依存します。たとえば、タスクではデー
タの入力、ビジネス・ルールの起動、バージョンのコピー、ジョブ・ステータスの表
示が可能です。また、タスクには通知や手順などの読取り専用の情報が表示されるこ
ともあります。

タスクの要件を完了したあと、タスクを完了済としてマークします。依存タスクがあ
る場合は、プライマリ・タスクを完了する前にこれらのタスクを完了する必要があり
ます。

タスクを完了するには:

1. タスクを選択します(タスク・リストおよびタスクの操作を参照)。

2. タスクのアクティビティを完了します。

たとえば、Web ページの表示、データの入力、承認タスクの完了、ビジネス・ルー
ルの起動、説明の参照、その他のアクティビティの実行が可能です。データの入
力、プランニング・ユニットの管理、ジョブ・ステータスの確認、バージョンのコ
ピーまたはビジネス・ルールの起動についてなどの、このガイドの該当する項を参
照してください。

3. 関連する依存タスクを完了します。

をクリックし、下位のタスク(子タスク)を表示します。

4. タスクのアクティビティが終了したら、「完了」を選択します。

チェック・ボックスが選択不可の場合は、タスクを完了する前に依存タスクを完了
する必要があります。

「完了」を選択した後、タスクは完了としてマークされ、ビュー・ペインのタスク

の横に が表示されます。

電子メール・アラートの表示
管理者により電子メール・アラートが設定されていると、期限が近づいているタスク
または期限を過ぎたタスクに関する通知のアラートを受信できます。

タスク・リストのステータスのレポート

プランニング・プロセスのステータスをレビューするには、「タスク・リスト・レポー
ト」ページでタスク・リスト・レポートを PDF ファイルまたは Excel ワークシートと
して表示します。ステータス・レポートには、タスク・リスト、タスク・リストの所
有者、期限、完了日およびタスクのステータスが表示されます。

タスク・リストのステータスをレポートするには:

タスクの完了
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1.「表示」、「タスク・リスト」、「レポート」の順に選択します。

2.「ユーザーとグループ」で、選択アイコンをクリックします。表示するステータス
のユーザーを「選択したユーザー」に追加し、「OK」をクリックします。

表示されるユーザーは、タスク・リストへのアクセス権を持つユーザーです。

3.「タスク・リストの選択」で、選択アイコンをクリックします。表示するタスクを
「選択したタスク・リスト」に追加し、「OK」をクリックします。

4.「実行」をクリックします。

5.「表示」をクリックし、次のいずれかを選択します:

• ステータス別: タスク・ステータスの円グラフを表示し、オプションでレポート
を作成します。

• タイプ別: タスク・タイプの円グラフを表示し、オプションでレポートを作成し
ます。

• ユーザー別: タスク・ユーザーの棒グラフを表示します。レポート・オプション
は使用できません。

6. オプション: 「表示」メニューから、レポート設定のオプションを選択します。

たとえば、「表示」、「列」、「列の管理」の順に選択すると、レポートで表示する列
を選択できます。次に、表示する列を選択し、「OK」をクリックします。

7.「レポート作成」ボタンをクリックし、レポートのフォーマットとして「PDF」ま
たは「Excel」をクリックします。

8. ダイアログ・ボックスで、「開く」をクリックします。

9. 次を選択した場合:

• PDF - 表示と保存のオプションに Acrobat のツールバーを使用します。

• Excel - Excel の表示と保存のオプションを使用します。

ダッシュボードを使用したタスク・リスト・ステータスの表示

タスク・リスト・ダッシュボードを使用して、タスク・リストのステータスをグラフ
ィカルに表示できます。タスク・リストのステータスをより適切にビジュアル化でき
ます。チャートのセクションをクリックすると、チャート・セクションに関する詳細
情報がチャートの下に表示されるグリッドに表示されます。

ダッシュボードを使用してタスク・リストのステータスを表示するには:

1.「表示」、「タスク・リスト」、「レポート」の順に選択します。

2.「ユーザーとグループ」で、選択アイコンをクリックします。表示するステータス
のユーザーを「選択したユーザー」に追加し、「OK」をクリックします。

表示されるユーザーは、タスク・リストへのアクセス権を持つユーザーです。

3.「タスク・リストの選択」で、選択アイコンをクリックします。表示するタスクを
「選択したタスク・リスト」に追加し、「OK」をクリックします。

4.「実行」をクリックします。

ダッシュボードを使用したタスク・リスト・ステータスの表示
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5.「表示」をクリックして、次の表示オプションを選択します:

• ステータス別: タスク・ステータスの円グラフを表示し、オプションでレポート
を作成します。

• タイプ別: タスク・タイプの円グラフを表示し、オプションでレポートを作成し
ます。

• ユーザー別: タスク・ユーザーの棒グラフを表示します。このビューでレポー
ト・オプションは使用できません。

6. グラフの一部をクリックすると、グラフの下のグリッドにそのセクションの詳細が
表示されます。たとえば「ステータス別」ビューでは、「未完」をクリックすると
完了していないタスク・リストの詳細が表示されます。

「ステータス別」および「タイプ別」ビューでは、グラフの下のグリッドに「タス
ク」、「タスク・タイプ」、「ステータス」、「タスクの詳細」、「期限」、「期限の繰返
し」、「アラート日」、「アラートの繰返し」、「完了日」、「依存関係」、「手順」の各列
が表示されます。

「ユーザー別」ビューには、「遅滞」、「未完」、「完了」の情報が表示されます。

ノート:   

「ステータス別」または「タイプ別」を選択した場合は、レポートを作成でき
ます。タスク・リストのステータスのレポートを参照してください。

ダッシュボードを使用したタスク・リスト・ステータスの表示
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ダッシュボードを使用したタスク・リスト・ステータスの表示
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3
フォームの操作

次も参照:

フォームの選択と表示

フォームを開く

フォームの検索

フォーム・メンバーおよび別名の表示設定の指定

メンバー・セレクタ用のメンバーおよび別名の表示設定の指定

フォームおよびデータ入力領域の展開

列幅の設定

データなしまたはゼロの行または列の非表示

フォームでの検索

行と列のソート

行と列のフィルタ処理

アウトラインでのメンバーの表示

フォームの手順の表示

ページでのディメンション名の表示

セルのデータ履歴の表示

フォーム間のナビゲーション

バージョンのコピー

Planning からの Smart View の起動

Planning フォームでの Smart View のフォーマットについて

予測プランニングの使用

フォームの選択と表示
フォームを使用し、データの入力、更新、分析、印刷、およびレポート作成を行いま
す。変更を保存せずにフォームを閉じると、メッセージが表示されます。続行するに
はメッセージに答えてデータを保存するかまたはリフレッシュします。

ノート:   

管理者は、フォームのメンバーにデータがない場合に通知されるメッセージを
作成できます。
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フォームを開く

ページの左側からフォームを選択できます。

フォームを開くには:

1. 左側の「フォーム」を展開し、必要に応じてフォルダを展開してそのコンテンツに
アクセスします。

2.「フォーム」で、フォルダ名をクリックし、開くフォームを表示します。

3. 左ペインで、フォーム名をクリックします。

フォームの検索

フォームの名前が分かっていれば、ビュー・ペインで検索できます。

フォームを検索するには:

1. フォームでビュー・ペインをクリックします。

フォームの選択と表示を参照してください。

2. メニュー・バーで、テキスト・ボックスに検索条件を入力します。

3. または をクリックして上方向または下方向に検索します。

入力した検索基準に一致するフォームがコンテンツ領域に表示されます。

フォーム・メンバーおよび別名の表示設定の指定

管理者がアプリケーションのデフォルト設定として定義できますが、その設定を上書
きし、各フォームでの別名とメンバー名の表示方法を指定できます。

メンバーと別名の表示オプションをフォームに指定するには:

1.「管理」、「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」の順に選択するか、フォー
ム・フォルダを展開して「フォーム」を選択します。

2. フォームを選択し、 をクリックします。

3.「レイアウト」を選択し、行または列のメンバー・セレクタをクリックして、「ディ
メンション・プロパティ」で「メンバー名」または「別名」のボックスを選択しま
す。

4.「OK」をクリックします。

メンバー・セレクタ用のメンバーおよび別名の表示設定の指定

メンバー・セレクタ用のメンバーおよび別名の表示オプションを指定するには:

1.「管理」、「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」の順に選択するか、フォー
ム・フォルダを展開して「フォーム」を選択します。

2. フォームを選択し、 をクリックします。

フォームを開く
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3.「レイアウト」を選択し、行または列のメンバー・セレクタをクリックします。

4.「メンバー・セレクタ」でメンバーを選択して をクリックし、フォームで使用す
る表示オプションを選択します。

5.「OK」をクリックします。

フォームおよびデータ入力領域の展開

ビュー・ペインを含むフォームおよびデータの入力領域は、いくつかの方法で展開で
きます。

フォームおよびデータ入力領域を展開するには:

1. フォームを開きます。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

• 展開: 行見出しとデータ・セルの間の太い黒線をダブルクリックします。行見出
しに合わせて行見出しが展開します。

• サイズ変更: ビュー・ペインの右の枠線をクリックおよびドラッグしてサイズを
変更します。

• ビュー・ペインの展開または縮小: 「表示」、「表示」ペインの順に選択し、ツー
ルバーで「ビュー・ペインの切替え」ボタンをクリックするか、ビュー・ペイ
ンをドラッグしてサイズを変更します。

• ビュー・ペインの「非表示」 または「表示」 をクリックします。

• 画面右上隅の「最大化」または「復元」 をクリックします。

• フォームの表示: スクロール・バーを使用します。

列幅の設定
管理者は、フォームの「レイアウト」タブの設定を使用して、列幅を設定できます。
列幅の設定は、各フォームのページに適用されます:

• 小: 列幅が 50 ピクセルに設定されます。7 桁前後の数値を表示できます。

• 中: 列幅が 75 ピクセルに設定されます。10 桁前後の数値を表示できます。

• 大: 列幅が 100 ピクセルに設定されます。13 桁前後の数値を表示できます。

• 適合するようサイズ調整: ヘッダーまたはデータ・セル内で最も幅の広いコンテン
ツに合わせて自動的に列幅が調整されます。

• カスタム: 999 ピクセルまでの任意の列幅を入力できます。

• デフォルト: 列幅をグリッド・レベルで定義します。

コンテンツの行の高さよりも短い行の高さを選択している場合、列が拡張されるまで、
超過分のデータは非表示になります。非表示のデータも、表示されているデータと同
様に保管および計算されます。

フォーム・プロパティの列幅設定にかかわらず、フォームを表示する場合に列幅を調
整できます。残りのセッションにおいて調整済の列幅を保存するには、フォームを保
存またはリフレッシュします。

フォームおよびデータ入力領域の展開
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データの入力ページから印刷すると、列はプリファレンスで定義された幅で印刷され
ます。

データなしまたはゼロの行または列の非表示

データがないかまたはゼロの行を非表示するには:

1. 行メンバー名を右クリックして、「フィルタ」を選択します。

2. さらに選択します:

• データのない行の非表示: データのない行の表示および非表示を切り替えます
(管理者がこのフォーム・プロパティをどのように設定したかにより、
#MISSING または空白で表示されます)。管理者によりフォームのプロパティ
で「欠落データの抑制」が設定されていると、このオプションは表示されませ
ん。

• ゼロ行を非表示: 値がゼロの行の表示と非表示を切り替えます。

• データなしの行とゼロ行を非表示: データがないかまたはゼロ、あるいはその両
方の行の表示と非表示を切り替えます。

3. 行の表示と非表示を切り替えるには、オプションを再び選択します。

データがないかまたはゼロを含む列を非表示にするには、行のかわりに列を選択して、
行の場合の手順に従います。

フォームでの検索

フォームのデータ・セルまたはメンバー名に移動するには、ブラウザの「検索」機能
を使用します。「検索」に問題がある場合は、検索前にフォーム以外の場所をクリック
してください。

フォーム上のデータ値またはメンバーを検索して選択するには:

1. フォームを開きます。

2. Web ブラウザで、「編集」、検索(このページ)の順に選択します。

3.「検索する文字列」に、検索する値またはその一部を入力します。

検索する方向、単語単位での検索、大文字小文字の区別などの設定は、Web ブラウ
ザの検索機能のオプションを使用します。

行と列のソート

行および列をソートして、昇順または降順で表示できます。階層内またはデータ全体
でソートできます。

行と列をソートするには:

行または列メンバーを右クリックして、「ソート」を選択し、次のオプションを選択し
ます:

• 昇順ソート

• 降順ソート

データなしまたはゼロの行または列の非表示
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• 階層保持: 階層内でソートします。このオプションを選択していない場合、データ
全体でソートが行われます。

行と列のフィルタ処理

行と列をフィルタ処理して、フォーム内で表示する行または列を選択できます。フィ
ルタ処理によって、指定した値に対して比較する単純な関数を使用してメンバーを保
持または除外できます。

行と列をフィルタ処理するには:

1. 行または列メンバーを右クリックし、「フィルタ」、「フィルタ」の順に選択します。

2.「フィルタ」ダイアログ・ボックスの左端のフィールドで、次のフィルタ・タイプ
を選択します:

• 保持: フィルタ条件を満たす行または列を含めます

• 除外: フィルタ条件を満たす行または列を除外します

3. 中央のフィールドで、保持または除外する値を設定する次のオプションを選択しま
す:

• 次と等しい

• 次より大きい

• 次以上

• 次より小さい

• 次以下

4. 右端のフィールドで、フィルタ処理に使用する値を入力します。

5.「行のフィルタ」または「列のフィルタ」をクリックします。

フォームには、フィルタ条件を満たす行または列のみが表示されます。

6. フィルタ処理を取り消すには、行メンバーまたは列メンバーを右クリックして、「フ
ィルタの取消」を選択します。

アウトラインでのメンバーの表示

フォームのディメンション・メンバーの詳細が必要な場合は、メンバーをアウトライ
ンで表示します。

メンバーをアウトラインで表示するには:

1. 行または列メンバーを右クリックし、「メンバーをアウトラインに表示」を選択し
ます。

2. 1 つ以上のメンバー・プロパティをレビューするには、「編集」をクリックします。

ディメンション・メンバーの使用の詳細は、Oracle Hyperion Planning 管理者ガイド
を参照してください。

行と列のフィルタ処理
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フォームの手順の表示

管理者は、予算データ準備の手順を含めることができます。手順が有効であれば、フ
ォームの「手順」列に「表示」リンクが表示されます。

フォームに関する手順を表示するには:

1. 手順が含まれるフォームを開きます。

2. 次のいずれかのタスクを行います:

• をクリックします。

• メニューから「表示」を選択し、次に「手順」を選択します。

3.「閉じる」をクリックします。

ページでのディメンション名の表示

「ページ」ドロップダウン・リストの前にディメンション名を表示すると便利です。

「ページ」ドロップダウン・リストのメンバーの前にディメンション名を表示するに
は:

1.「表示」から、「ページのディメンション名の表示」を選択します。

2. このメニュー・アイテムは切替えになっているため、ページでのディメンション名
の表示をオフにするには、再度、「表示」を選択し、ページでのディメンション名
の表示を選択します。

セルのデータ履歴の表示

管理者が「データ」の監査をオンにした場合(Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドを
参照)、少なくとも読取りアクセス権がある数値、日付またはテキストのセルのデータ
履歴を表示できます。

セルのデータ履歴を表示するには:

1. セル内で右クリックします。

2.「変更履歴の表示」を選択します。

読取り専用画面に、セルの値を変更したユーザー、変更日時、セルの前の値および
新しい値が表示されます。リストは、昇順または降順でソートできます。

ノート:   

Oracle Hyperion Planning では、ビジネス・ルールの実行によって変更された
データの値は表示されません。かわりに、実行されたビジネス・ルール名が表
示されます。

フォームの手順の表示
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フォーム間のナビゲーション
管理者は、右クリック(ショートカット)メニューから呼び出せるように、フォームを設
定できます。右クリック・メニューを使用すると、次の方法でフォーム間を移動でき
ます:

• ページの上部にあるハイパーリンクのフォーム名をクリックします。リンクは、
ナビゲーション・フロー(ブレッドクラム)を反映します。このブレッドクラム機能
によって、コンテキストを保持したまま、ソース・フォームからターゲット・フ
ォームに容易に移動し、再び戻ることができます。右クリック・メニューを使用
せずにフォームに移動する場合、ブレッドクラムのフローは表示されません。

• 右クリックして、移動するフォームを選択します。

バージョンのコピー

「バージョンのコピー」ページを使用し、シナリオのボトムアップ・バージョンまたは
ターゲット・バージョンから同じシナリオの別のボトムアップ・バージョンまたはタ
ーゲット・バージョンへデータをコピーします。たとえば、「ベスト・ケース」バージ
ョンを作成し、そのバージョンの一部またはすべてのデータを「ワースト・ケース」
バージョンへコピーし、新規バージョンの開始点をすばやく作成できます。

ボトムアップ・バージョンとターゲット・バージョン間でのコピーが可能です。次を
考慮します:

• ボトムアップ・バージョンにコピーすると、選択したレベル 0 のメンバーのみが
コピーされます。

• ターゲット・バージョンにコピーすると、選択したすべてのメンバーがコピーさ
れます。

• 承認済プランニング・ユニット内のデータ保護のため、バージョンのコピーを行
っても承認済のプランニング・ユニットにはコピーされません。

ノート:   

データを正常にコピーするには、コピーするデータの基準を指定するときに、
シナリオ、勘定科目、エンティティ、期間およびバージョン・ディメンション
の少なくとも 1 つのメンバーを選択する必要があります。

バージョンをコピーするには:

1. 次のタスクを実行します:

• フォームで、「ツール」、「バージョンのコピー」の順に選択します。

• 管理者が「バージョンのコピー」タスクを設定している場合は、タスクを選択
します。

2.「シナリオ」リストから、コピーするシナリオを選択します。

3.「コピー元」リストから、データをコピーする元のバージョンを選択します。

4.「コピー先」リストから、データのコピー先のバージョンを選択します。

5. をクリックします。

フォーム間のナビゲーション
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6.「使用可能なエンティティ」で、データをコピーするエンティティを選択します。

「使用可能なエンティティ」には、書込みアクセス権があり、自分に属するエンテ
ィティ(プランニング・ユニット)が表示されます。「未開始」または「初回パス」の
「プロセス・ステータス」のエンティティをコピーできます。

7. ボタンを使用して、1 つまたは複数のエンティティを「選択したエンティティ」に
追加します。

8. オプション: 勘定科目に関連付けられた注釈をコピーするには、「勘定科目注釈のコ
ピー」を選択します。

選択されたエンティティの注釈のみがコピーされます。ボトムアップ・バージョン
にコピーする場合は、レベル 0 エンティティ(およびその注釈)のみがコピーされま
す。

9. オプション: 関連したコメントをコピーするには、「コメントのコピー」を選択しま
す。

10.オプション: 関連ドキュメントをコピーする場合は、「ドキュメントのコピー」を選
択します。

11.オプション: 関連したサポート詳細をコピーするには、「サポート詳細のコピー」を
選択します。

12.「データのコピー」をクリックします。

ノート:   

他の Web ページをロードする前に、「バージョンのコピー」の完了メッセージ
が表示されるのを待ちます。

Planning からの Smart View の起動

Oracle Hyperion Planning のフォームから Oracle Smart View for Office を起動するに
は、「ファイル」、「Smart View で開く」の順に選択します。

Excel が起動し、Excel で自動的に Smart View にログインされ、データ・ソース・マネ
ージャのフォームが表示されます。データ・ソース・マネージャで、フォームを右ク
リックします。その後アド・ホック・グリッドとして開くかまたはフォームでその他
の Smart View 操作を実行できます。Oracle Smart View for Office ユーザーズ・ガイドを
参照してください。

Planning フォームでの Smart View のフォーマットについて
管理の設定によっては(Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドを参照)、Oracle Smart
View for Office に保存されているセルの書式が Oracle Hyperion Planning フォームで
表示されることがあります。

Oracle Smart View for Office ユーザーズ・ガイドを参照してください。

次の各表に、Smart View および Planning でサポートされる Microsoft Excel のフォー
マットを示します。

フォント Smart View Planning

フォント・ファミリ はい はい

Planning からの Smart View の起動
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フォント Smart View Planning

フォント・サイズ はい はい

太字 はい はい

斜体 はい はい

取消線 はい いいえ

下線 実線と破線のみ いいえ

テキストの色 赤、緑および青 赤、緑および青

背景色 パターンなしで単色、赤、緑
および青

パターンなしで、赤、緑およ
び青

配置 Smart View Planning

縦 上揃え、上下中央揃えおよび
下揃え

いいえ

横 左揃え、中央揃えおよび右揃
え

いいえ

インデント 左インデント、5 レベルのみ いいえ

折返し はい いいえ

罫線のフォーマット Smart View Planning

罫線の色 はい、各セルの 4 方向の罫線

を、赤、緑、青で別々に設定
できます

はい

罫線の幅 はい、ポイント単位 はい

罫線のスタイル なし、実線、二重、点線、破
線、一点鎖線、二点鎖線

なし、実線

数値および日付 Smart View Planning

数値のフォーマット 小数点、負と正の接尾辞、接頭辞、
色(8 色)、パーセンテージ、指数表

記、3 桁ごとの区切り文字の有無

いいえ

日付フォーマット 長い日付、短い日付、時刻、分、秒、
AM および PM

いいえ

その他 Smart View Planning

読取り専用 はい いいえ

列の幅と行の高さ はい、ポイント単位 いいえ

Planning フォームでの Smart View のフォーマットについて
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予測プランニングの使用
予測プランニングがインストールされ、有効なフォームが Oracle Smart View for
Office にロードされている場合、Oracle Hyperion Planning リボンの予測アイテムを使
用して、履歴データに基づいた業績予測を実行できます。この機能を使用するには、
管理者は『Oracle Hyperion Planning 予測プランニング・ユーザー・ガイド』に記載
のとおりに、フォームを設計する必要があります。

予測プランニングの使用
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4
アド・ホック・グリッドの操作

次も参照:

アド・ホック分析について

アド・ホック・グリッドの作成と操作

アド・ホック・グリッド・オプション

アド・ホック分析について

次も参照:

アド・ホック・グリッドの使用

アド・ホックの役割

Smart View のアド・ホック・グリッド

アド・ホック・グリッドの使用

アド・ホック・グリッドを使用して、頻繁にアクセスするまたは他のユーザーが使用
できる選択したデータ・スライスを作成およびカスタマイズできます。アド・ホック・
グリッドを使用するには、適切なアクセス権限およびアドホック・ユーザーの役割が
付与されている必要があり、アド・ホック・グリッドを開いてデータ・スライスを動
的に変更できます。アド・ホック・グリッド作成者の役割がある場合、自分自身また
は他のユーザーが使用できるようにアド・ホック・グリッドを保存できます(アド・ホ
ックの役割を参照)。アド・ホック・グリッドは Oracle Hyperion Planning および
Oracle Smart View for Office から同様の方法で作成およびアクセスできます。

始めは、アド・ホック・グリッドは作成された元のフォームのルート・ディメンショ
ナル・レイアウトを反映します。しかし、ユーザーはフォーム定義により限定されず、
データ交差およびアド・ホック・グリッドのレイアウトを完全に変更することができ
ます(メンバーへのアクセス権があるものとします)。

例:

• 表示したい方法で表示されるようにグリッドをカスタマイズすることで、自分の
地域の利益率を迅速に確認する

• 他の人が作成したアド・ホック・グリッドを開き、その定義を変更する: メンバ
ー、表示する軸など

アド・ホック・アクションは、選択したプラン・タイプのルート・ディメンションか
ら、最上位のメニューまたはフォームで右クリックのどちらからでも実行できます。
この柔軟性により、プラン・タイプのルート・レベルで開始してから任意の場所に移
動できます。フォームから開始することにより、フォームの境界から開始して、境界
を越えてまたは境界内で移動できます。

注意:
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• アド・ホック・グリッドとそのディメンション・メンバーへのアクセス権限は保
持されるので、読取りまたは書込みアクセス権限が付与されたグリッドおよびメ
ンバーのみを表示できます。

• アド・ホック・グリッドが起動されたフォームに行または列グループがある場合、
メンバーがアド・ホック・グリッドにあるとみなされますがグループそのものは
違います。

アド・ホック・アクションの実行を参照してください。

アド・ホックの役割

Oracle Hyperion Shared Services の Oracle Hyperion Planning ユーザーに設定された
アド・ホックの役割は次のとおりです:

• アド・ホック・ユーザー: アド・ホック・グリッドを開きカスタマイズすることが
できますが、保存はできません。アド・ホック・アイコンおよび機能はこの役割
を持つユーザーにのみ表示されます。

• アド・ホック・グリッド作成者: アド・ホック・グリッドを自分自身や他のユーザ
ーが使用できるように作成し、保存できます。この役割を持つユーザーは、アク
セス権を持つ既存のグリッドを上書き保存することもできます。

ノート:   

アド・ホック・グリッドを保存するフォーム・フォルダには、他のユーザーが
使用できるアクセス権を割り当てることができます。

Smart View のアド・ホック・グリッド

Oracle Smart View for Office で、Oracle Hyperion Planning で作成されたアド・ホッ
ク・グリッドを使用してデータを分析できます。

アド・ホック・グリッドの作成と操作

アド・ホック・タスクを完了するには:

1. アド・ホック・グリッドの作成に記載のとおり、アド・ホック・グリッドを作成す
るか、またはアド・ホック分析の開始に記載のとおり、アド・ホック分析を開始し
ます。

2. アド・ホック・アクションの実行に記載のとおり、アド・ホック・アクションを実
行します。

3. アド・ホック・グリッドの保存に記載のとおり、アド・ホック・グリッドを保存し
ます。

4. アド・ホック分析の終了に記載のとおり、アド・ホック分析を終了します。

アド・ホック・グリッドの作成

アド・ホック分析を作成するには:

1. 次のいずれかのアクションを選択します:

• 「ツール」、「アド・ホック」、「新規アド・ホック・グリッド」の順に選択しま
す。

アド・ホック・グリッドの作成と操作
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• 「新規アド・ホック・グリッド」をクリックします。

• フォーム内で右クリックし、「新規アド・ホック・グリッド」を選択します。

• ビュー・ペインで、既存のアド・ホック・グリッドを選択し、「保存」をクリッ
クします。

2.「新規アド・ホック・グリッド」で、「プラン・タイプ」を選択し、 をクリックし
ます。

コンテンツ領域の新しいタブにアド・ホック・グリッドが表示されます。

3. アド・ホック・アクションを実行します。

アド・ホック・アクションの実行を参照してください。

ノート:   

アド・ホック・グリッドがフォーム・フォルダに保存され、フォームのリスト

に次のアイコンとともに表示されます: 。

新規アド・ホック・グリッドのデフォルトのプロパティ

アド・ホック・グリッドは次のプロパティから始まります:

• ディメンション・ルート・メンバーが選択されます。

• 勘定科目は行軸にあります。

• 期間と年は列軸にあります。

• アプリケーションのその他のディメンションはページ軸にあり、そこで選択でき
ます。(アド・ホック・グリッドには POV 軸はありません)。

アド・ホック・グリッドを開いた後、アド・ホック機能を使用して、表示するメンバ
ーを変更し、軸をピボットし、データを分析できます(アド・ホック・アクションの実
行を参照)。

注意:

• ユーザーが設定するプロパティは現在のセッションでのみ有効です。

• アド・ホック・グリッドが最初に起動したフォームのプロパティは保持されませ
ん。

アド・ホック分析の開始

アド・ホック分析を開始するには:

1. フォームを選択します。

フォームの選択と表示を参照してください。

2. 次から選択します:

• 「ツール」、「アド・ホック」、「分析」の順に選択します。

アド・ホック・グリッドの作成と操作
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• 「分析」をクリックします。

• フォーム内で右クリックし、「分析」を選択します。

コンテンツ領域の新しいタブにアド・ホック・グリッドが表示されます。

3. アド・ホック・アクションを実行します。

アド・ホック・アクションの実行を参照してください。

アド・ホック・アクションの実行

アド・ホック・アクションを実行するには:

1. アド・ホック・グリッドの作成に記載のとおり、アド・ホック・グリッドを作成す
るか、またはアド・ホック分析の開始に記載のとおり、アド・ホック分析を開始し
ます。

2. ページ、行見出しまたは列見出しを右クリックし、「アド・ホック」を選択して、
次のアド・ホック・アクションを選択します:

• ピボット: ディメンションを別の領域に移動します。たとえば、行内でこのオプ
ションを選択すると、行を「ページ」軸または「列」に移動できます。行また
は列の最後のディメンションはピボットできません。

• 移動: ディメンションを「左」、「右」、「上」、または「下」に移動するオプショ
ンを選択します。領域に 1 つのディメンションしかない場合は、このオプショ
ンは使用できません。

• ズーム・イン: 階層のメンバーの下のレベルを表示するオプションを選択しま
す。たとえば、「次のレベル」、「すべてのレベル」、または「最下位レベル」の
子を表示するように選択できます。

• ズーム・アウト: 階層のメンバーの上のレベルを表示します。たとえば、メンバ
ーをクリックして「ズーム・アウト」を選択し、メンバーの親を表示します。

• 選択項目の削除: 選択したディメンションまたはメンバーをアド・ホック・グリ
ッドから削除します。ディメンションの複数のメンバーがグリッドに存在する
必要があります。

• 選択項目の保持: 選択したメンバーのみを保持し、その他すべてのメンバーをそ
のディメンションから削除します。

• メンバー選択: 「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを使用してメンバーを選
択します。Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドを参照してください。

• 別名の変更: 選択するための別名表のリストを表示します。

ノート:   

グローバル・レベルで、アド・ホック・アクションの実行方法またはアド・ホ
ック・グリッドの表示方法を制御できます。 アド・ホック・グリッド・オプシ
ョンを参照してください。

3. オプション: アド・ホック・グリッドを保存します。

アド・ホック・グリッドの保存を参照してください。

アド・ホック・グリッドの作成と操作
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4. アド・ホック・グリッドを終了します。

アド・ホック分析の終了を参照してください。

アド・ホック・グリッドの保存

アド・ホック・グリッドを保存するには:

1. アド・ホック・グリッドの作成に記載のとおり、アド・ホック・グリッドを作成す
るか、またはアド・ホック分析の開始に記載のとおり、アド・ホック分析を開始し
ます。

2. アド・ホック・アクションの実行に記載のとおり、アド・ホック・アクションを実
行します。

3. 次のいずれかの操作を実行します。

• 「ツール」、「アド・ホック」、「アド・ホック・グリッドの保存」の順に選択しま
す。

• 「アド・ホック・グリッドの保存」をクリックします。

• 画面の右下にある「保存」をクリックします。

4. グリッドの「名前」および「説明」を入力します。

最初に保存するときには、グリッドを保存するフォーム・フォルダを選択するプロ
ンプトが表示されます。

保存されたアド・ホック・グリッドはビュー・ペインにフォームの兄弟として表示さ

れます。ビュー・ペインのリストで、アド・ホック・グリッドは で示されます。

アド・ホック分析の終了

アド・ホック分析を終了するには:

1. アド・ホック・グリッドの作成に記載のとおり、アド・ホック・グリッドを作成す
るか、またはアド・ホック分析の開始に記載のとおり、アド・ホック分析を開始し
ます。

2. アド・ホック・アクションの実行に記載のとおり、アド・ホック・アクションを実
行します。

3. オプション: アド・ホック・グリッドの保存に記載のとおり、アド・ホック・グリ
ッドを保存します。

4. アド・ホック・グリッドを表示しているタブを閉じます。

アド・ホック・グリッド・オプション

次も参照:

アド・ホック・オプション

抑制オプション

精度オプション

置換オプション

アド・ホック・グリッド・オプション
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アド・ホック・オプション

アド・ホック・グリッド・オプションにより、グローバル・レベルで、アド・ホック・
アクションの実行方法またはアド・ホック・グリッドの表示方法を制御できます。ア
ド・ホック・グリッド・オプションは、アド・ホック・グリッド自身のプロパティと
して維持されません。

表 4-1 アド・ホック・オプション

オプション 説明

含めるメンバー • 選択を含める(デフォルト): 選択したメン

バーをズーム操作後に取得されたメンバ
ーとともに表示します。ズーム操作を実
行した親メンバーは「ズーム・イン」操
作の間、保持されます。たとえば、Q1 を

ドリルすると、Q1、1 月、2 月、3 月が保

持されます。このオプションを選択しな
いと、Q1 は除外されます。

• 選択されたグループ内: 「ズーム・イン」

と「ズーム・アウト」操作、および選択
項目の保持と「選択項目の削除」操作を、
行または列の非対称グループ内の選択し
た親グループでのみ実行します。他のグ
ループ内のメンバーはズームが実行され
る前と同じに保持されます。

表示 • メンバー名(デフォルト): メンバー名を表

示します

• メンバー名と別名: フォームと同様に、メ

ンバー名と別名をコロンを使用して表示
します

• 別名(デフォルト): 別名を表示します

• 別名表: ドロップダウン・リストから別名

表を選択します。

ズーム・イン・レベル • 次のレベル(デフォルト): 次のレベルを表

示します

• すべてのレベル: すべてのレベルを表示

します

• 最下位レベル: 最下位レベルのメンバー

のみを表示します(「選択を含める」オプ

ションが選択されている場合、ズーム操
作を実行したメンバーも含まれます)

インデント • なし: どのメンバーもインデントしませ

ん

• サブアイテム(デフォルト): すべてのサブ

アイテムと合計を 1 つ下のレベルにイン

デントします

• 合計: 合計のみをインデントします

アド・ホック・グリッド・オプション
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表 4-1 (続き) アド・ホック・オプション

オプション 説明

祖先の位置 • 最上位: ズーム・イン操作でディメンショ

ン階層の最上位に親メンバーも含んで表
示します

• 最下位(デフォルト): ズーム・イン操作で

ディメンション階層の最下位に親メンバ
ーも含んで表示します

データをリフレッシュせずにナビゲート はい: データをリフレッシュせずにアド・ホッ

ク・アクションを実行できます
いいえ: アド・ホック・アクションを実行する

と、データはリフレッシュされます(デフォル

ト)

抑制オプション 抑制オプションを参照してください。

精度オプション 精度オプションを参照してください。

置換オプション 置換オプションを参照してください。

ノート:   

アド・ホック・グリッド作成者がアド・ホック・グリッドに対して選択したオ
プション設定は、他のユーザーがグリッドを開くときのデフォルトになりま
す。それからユーザーは現在のセッションに対してのみ設定を変更できます。

抑制オプション

グリッドを見やすくするために、表示する必要のないデータを含む行または列を抑制
できます。

表 4-2 抑制オプション

オプション 説明

欠落データ データが存在しない行または列を非表示にし
ます。このオプションを選択しない場合、空
のセルでは#MISSING のテキストが表示さ

れます

ゼロ データがゼロの行または列を非表示にします

繰返しのメンバー 繰返しのメンバーを非表示にし、そのメンバ
ーの最初のインスタンスのみを表示します

行で欠落しているブロック 行で欠落しているブロックを非表示にします

精度オプション

「精度」オプションで、「通貨の値」、「通貨以外の値」および「パーセンテージ値」に
ついて、セルに表示される小数部の桁数を設定するオプションを選択します。

アド・ホック・グリッド・オプション
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短い小数部を持つ数にゼロを追加するには、「最小値」に値を指定します。長い数の小
数部を切り捨てるには、「最大値」に値を指定します。例:

表 4-3 データ精度の例

値 最小精度 最大精度 表示される値

100 0 任意 100

100 3 3 以上の任意の数値

か、なし

100.000

100.12345 5 以下の任意の数値 なし 100.12345

100.12345 7 なし 100.1234500

100.12345 3 以下の任意の数値 3 100.123

100.12345 0 0 100

100.12345 2 4 100.1234

100 2 4 100.00

置換オプション

アド・ホック・グリッドのデータ・セルには、欠落しているデータや、表示するため
のアクセス権のないデータが含まれていることがあります。そのようなセルでは、デ
フォルトでアド・ホックにより#MISSING または#NoAccess と表示されますが、この
ラベルは変更できます。

表 4-4 置換オプション

オプション 説明

#MISSING/#NoData データが欠落しているセルで、ユーザー定義
のオプションに置き換えます。デフォルト
は、#MISSING です。

#NoAccess アクセス権限のないデータ・セルで、ユーザ
ー定義のオプションに置き換えます。デフォ
ルトは、#NoAccess です。

ゼロを送信 選択した場合、#MISSING に置き換わる値と

してゼロ(0)を指定します。

ノート:   
これは、手動で値を#MISSING に変更したセ

ルに対してのみ発生します。

アド・ホック・グリッド・オプション
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5
データの入力

次も参照:

データの入力について

ショートカット・メニューを使用したデータの入力について

フォームでのナビゲーション

ページを使用したメンバーの選択

メンバーの検索

メンバー式の表示

データ検証エラーの表示と解決

セル範囲の選択

データのコピーおよび貼付け

Microsoft Excel と Planning フォーム間におけるデータのコピーおよび貼付け

セル・コメントについて

コメントの操作

コメントの印刷

勘定科目注釈およびカスタム・リンクの使用

セル・レベル・ドキュメントの追加、編集、表示

#MISSING 値の書込み

値の小計

最新データの取得

Microsoft Excel へのデータのエクスポート

ソース・データへのドリルスルー

データの保存

データの入力後

データの印刷

データの入力について
管理者によりフォームが設定され、行および列ヘッダーに反映される特定のディメン
ションおよびメンバーが表示されます。セルには選択したメンバーのデータが表示さ
れます。
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フォームの色

背景色は次を意味します:

• 白: デフォルト

• 黄色: 「ダーティ」セル、値が変更されているが、保存されていないもの

• 灰青色: 読取り専用セル

• 黄褐色: ロックされているセル(セルのロックを参照)

• 青緑色: サポート詳細のあるセル

フォームの特徴

フォームには次が含まれます:

• 視点(POV): 定義済の行および列メンバーの情報。POV はフォームに移入するデ
ータベース・メンバーを識別し、データの交差を定義します。行、列および POV
軸のメンバーは不変です(動的ユーザー変数がある場合を除く)。

• ページ軸: 複数のディメンションにまたがることができる選択したメンバーの組
合せのビュー(ページ)を表示し、メンバーの組合せを使用できるようにします。

• セグメント: 読取り専用または行および列の非表示領域および枠線を含むことが
できます。行がインデントされず、列に改行が入らないようにするために、行ま
たは列の階層を非表示にできます。

• スマート・リスト: 場所や説明などのテキスト・オプションを選択できるリスト。
スマート・リストでのデータの入力を参照してください。

• メニュー: ショートカット・メニューから、URL、フォーム、承認、バージョンの
コピー、ジョブ・コンソールおよびビジネス・ルールを開くことができます。シ
ョートカット・メニューを使用したデータの入力を参照してください。

• ユーザー変数: 行、列、ページ軸または POV の選択可能なメンバー。ユーザー変
数のあるフォームを開く前に、プリファレンスで値を選択する必要があります。
その後、フォームまたはプリファレンスで変数を変更できます。ユーザー変数の
動的設定を参照してください。

• ローリング予測: 管理者がローリング予測用にフォームを設計している場合、ロー
リング予測の代替変数を変更するには列を右クリックします。

• データ検証ルール: 管理者がデータ検証ルールを設定している場合、「データ検証
メッセージ」ペインに、データ入力の問題を解決するための情報が表示されます。
データ検証エラーの表示と解決を参照してください。

• 複合フォーム: 複数のフォームから同時にメンバーを表示することで、たとえば 1
つのグリッドにデータを入力し、他のグリッドに集約する合計収益などの結果を
表示できます。

スマート・リストでのデータの入力

管理者によりスマート・リストでフォームを設定し、セルにデータを入力できます。
スマート・リストにリンクされているディメンションがセルに含まれる場合は、セル

をクリックすると が表示されます。

データの入力について
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スマート・リストでデータを入力するには:

1. スマート・リストが含まれているフォームを開きます。

2. セルで をクリックします。

3. リストから値を選択します。

ノート:   

値の最初の 1 文字または 2 文字を入力し、値にスキップできます。たとえば、
月のリストでは「s」を入力することで、「September」にスキップできます。

値を選択した後で、セルの情報が更新されます。セルにデータが含まれていない場
合に表示される内容(値なし、#MISSING、なしまたはその他の値)は、管理者が決定
します。

ショートカット・メニューを使用したデータの入力

管理者は、ショートカット・メニューを含むフォームを設定できます。メニュー・ア
イテムを選択して、URL、フォーム、承認、ジョブ・コンソール、バージョンのコピ
ーまたはビジネス・ルールを開きます。メニュー・アイテムから、他のフォームを開
いてデータに関する詳細情報を取得したり、プランニング・ユニットの他のシナリオ
およびバージョンに移動したり、計算を起動したり、他の機能を開くことができます。

ショートカット・メニューを使用してデータを入力するには:

1. ショートカット・メニューが含まれているフォームを開きます。

2. 行または列メンバー、あるいはページ軸または視点を右クリックし、リストからメ
ニュー・オプションを選択します。

リストの値は、管理者により機能がどのように設定されているかに依存します。メ
ニューにサブ・メニューが含まれる場合、サブメニューから値を選択できます。

メニュー・アイテムで実行したアクションに応じて、Web ページ、フォーム、承
認、ジョブ・コンソール、バージョンのコピーなどの機能の作業を続行できます。
実行時プロンプトが含まれているビジネス・ルールを起動した場合は、必要な情報
を入力します。

バージョンのコピー、ジョブ・ステータスの確認または実行時プロンプトへの入力
などの、このガイドの該当する項を参照してください。

パーセンテージ値の入力

管理者によりメンバーがパーセントとして設定されている場合、これらはセルにパー
セント記号(%)とともに表示されるメンバーです。パーセントは「.6」のように小数で
入力するかまたは「60%」のようにパーセンテージで入力できます。

テキスト値の入力

管理者によりデータ型がテキストとして設定されているセルにテキストを入力できま
す。テキストが表示されているツールチップを表示したり、データ検証メッセージを
読むには、セルの上にマウスを置きます。また、フォーム内のテキストを表示するこ
ともできます。

データの入力について
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ノート:   

データ型がテキストのセルにテキストを入力する場合、山カッコ(< >)を使用し
ないでください。

ユーザー変数の動的設定

管理者により、少なくとも 1 つのユーザー変数でフォームが定義されており、動的な
ユーザー変数が使用可能になっていると、フォームで直接ユーザー変数値を動的に選
択および変更できます。たとえば、Department という変数では、営業メンバーを選択
して販売費用をプランし、その後マーケティング・メンバーを選択してマーケティン
グ費用をプランできます。また、ユーザー・プリファレンスでユーザー変数の値を設
定することも可能です(ユーザー変数のプリファレンスの設定を参照)。

フォームが「コンテキストの使用」オプションを使用して定義されている場合、ユー
ザー変数を POV で使用できます。この設定では、ユーザー変数の値はフォームのコン
テキストにより動的に変更されます。

ノート:   

フォームで作業する前に、ユーザー変数の値を選択する必要があります。

フォームで、ユーザー変数の値を動的に変更するには:

1. ユーザー変数が含まれ、動的ユーザー変数が使用可能になっているフォームを開き
ます。

2. ユーザー変数が表示されるテキストをクリックします。

変数と現在選択されている値が POV の下に表示されます。フォームが「コンテキ
ストの使用」オプションを使用して定義された場合、この変数はフォームの上に表
示されます。

3. 矢印ボタンを使用して、メンバーを選択または移動します。

4.「送信」をクリックします。

フォームにより選択したメンバーが表示されます。

ショートカット・メニューを使用したデータの入力について
フォームにデータを入力する際、ショートカット・メニューを使用できます。

• ショートカット・メニューを使用したデータの入力についてを参照してください。

• フォームの操作を参照してください。

フォームでのナビゲーション
どのようにナビゲートするかは、セル内でクリックしたかまたはセル・データを編集
中であるかにより決まります。たとえば、セル内でクリックする場合、右矢印キーを
押して、行内の次のセルへ移動します。セル内でデータを編集する場合、次のセルに
移動するには[Tab]を押す必要があります。

セル内でセル・データをクリックしましたが、セル・データを入力または編集してい
ない場合、次のように移動します。

ショートカット・メニューを使用したデータの入力について
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• 上下左右に移動するには、対応する矢印キーを押します。

• 同じ列の次のセルに移動するには、[Enter]キーを押します。

• 同じ列の前のセルに移動するには、[Shift]キーを押しながら、[Enter]キーを押しま
す。

セル内でデータを入力中または編集中の場合は、次のように移動します。

• セル・データ内を前後に移動するには、左右の矢印キーを押します。

• 同じ行の次のセルに移動するには、[Tab]キーを押すか、次のセルをクリックしま
す。

• 同じ行の前のセルに移動するには、[Shift]キーを押しながら、[Tab]キーを押しま
す。

• 同じ列の次のセルに移動するには、[Enter]キーを押します。

• 同じ列の前のセルに移動するには、[Shift]キーを押しながら、[Enter]キーを押しま
す。

フォーム間のナビゲーションも参照してください。

ページを使用したメンバーの選択

管理者が複数のページ軸を設定する場合、ページの中から選択して、操作するデータ
を選択できます。フォームのデザイナは 18 ページまでドロップダウン・リストを作成
できます。

ページ軸を使用して、複数のディメンションにまたがることができる選択したメンバ
ーの組合せを異なるビュー(ページ)で作業します。行、列および POV 軸で定義したメ
ンバーは定数です(動的ユーザー変数を持っている場合を除く)。アクセスが割り当て
られたメンバーのみが表示されます。

フォームの中には、ユーザー変数を選択して、表示されるデータを指定できるものも
あります。ユーザー変数の動的設定を参照してください。

他のページ・メンバーで作業するには:

1. 複数のページ軸を含むフォームを開きます。

2.「ページ」リストから、ページを選択します。

は、検索を実行できることを示します。多数ページの検索を使用可能にするを
参照してください。

3.「実行」をクリックします。

ヒント:   

「プリファレンス」で、「表示オプション」、「選択したページのメンバーを記
憶」の順に選択します。Oracle Hyperion Planning によって最後のページまた
は POV メンバー選択が記憶されるため、現在のフォームに戻る必要があると
き、その情報を使用できます。

メンバーの検索

表示プリファレンス・オプション「ページ数を超えた場合に検索を許可」を選択する
と、開いているフォームのメンバーの数が設定した数を超えた場合、「検索」アイコン
が使用可能になります。(多数ページの検索を使用可能にするを参照してください。)

ページを使用したメンバーの選択
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フォームのメンバーを検索するには:

1. フォームを開いて、フォーム上部の をクリックします。

2.「検索」内で、一部またはすべてのメンバー名を入力します。

メンバー名または別名により検索できます。ドロップダウン・リスト内で選択した
メンバーが、階層の最初のメンバーであり、上方向に検索した場合、検索は階層の
最後のメンバーから開始します。同様に選択したメンバーが階層の最後のメンバ
ーである場合、検索は最初のメンバーから開始します。

3. または をクリックして、上下方向に階層を検索します。

4. ドロップダウン・リストにメンバー名が表示されたら、 をクリックします。

メンバー式の表示

メンバーの式を表示するには:

1. フォーム内で、メンバー名の右にある計算式アイコン をクリックします。

2. 読取り専用メンバー式を表示して、「閉じる」をクリックします。

データ検証エラーの表示と解決

管理者は、データ検証を含むフォームに、セルの上にマウスを置くと表示されるデー
タ検証メッセージを追加できます。ツールチップでは、特定の条件のデータや特定の
範囲内のデータを入力するようにユーザーに指示できます。管理者は、データ検証エ
ラーを示すためにセルに表示する色を設定することもできます。

フォームにデータ検証エラーがある場合、フォームの右側に「データ検証メッセージ」
ペインが表示されます。Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドを参照してください。

データ検証エラーを表示して解決するには:

1. エラーのあるフォームで、 をクリックします。

2.「データ検証メッセージ」ペインで、用意された情報メッセージおよびエラー・メ
ッセージを表示します。

複合フォームの場合は、ドロップダウン・リストからフォームを選択します。

エラー・メッセージは、エラー番号を示す大カッコで囲まれた番号、およびエラー
のあるセルに移動するハイパーリンク番号とともに表示されます。たとえば、エラ

ー・メッセージに が表示された場合、この問題に関連するエラーが 5 つあり、

ハイパーリンク によってエラーに移動します。

3. エラーごとに、ハイパーリンクをクリックし、修正するセルに移動します。

管理者がデータ検証メッセージを設定している場合は、セル上にマウス・カーソル
を置くと、エラーの解決に役立つ情報を表示できます。

4. フォームを更新してエラーを解決し、フォームを保存します。

エラーは解決されると、「データ検証メッセージ」ペインには表示されなくなりま
す。すべてのエラーが解決されると、「データ検証メッセージ」ペインがフォーム
に表示されなくなります。

メンバー式の表示
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セル範囲の選択

選択範囲が長方形で連続している場合、複数のセルを選択して処理できます。

セル範囲、行または列を選択するには:

1. フォームを開きます。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

• セル範囲を選択するには、範囲内の左上のセルをクリックして、[Shift]を押し
ます。そして、範囲内の右下のセルをクリックします。

• 行または列を選択するには、その見出しをクリックします。

セルのグループを選択したら、選択したセルのコピー/貼付けまたはデータ値の調整を
行うことができます。参照:

• データのコピーおよび貼付け

• セル値の調整

データのコピーおよび貼付け

フォーム内でのデータのコピーが可能で、あるフォームから別のフォームへのコピー
や、Microsoft Excel のような他のアプリケーションからのコピーもできます。
Microsoft Excel と Planning フォーム間におけるデータのコピーおよび貼付けを参照
してください。)

ノート:   

Oracle Hyperion Planning は貼り付けられた値に分散ロジックを適用するの
で、値を期間に貼り付ける前にどのようにデータ値が分散されているか理解し
ます。データの分散方法を参照してください。

データのコピーおよび貼付けを実行するには:

1. コピーするデータを含むセルを選択します。

セル範囲の選択を参照してください。

2. 右クリックして、「編集」を選択し、次のオプションを選択します:

• 「切取り」は、セル値を削除します

• 「コピー」は、セル値をコピーします。データを貼り付けるセルを選択します。
「貼付け」を選択します。

• 「クリア」は、セル値をクリアします

コピーと貼付けデータについて

• フォーム内またはフォーム間でコピーする場合、Planning は精度設定に基づいて
表示された値ではなく、保管されているセルの値をコピー、貼付けします。

セル範囲の選択
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• データを期間に貼り付ける場合、Planning は各セルに対して分散ルールを連続し
て適用し、左から右へおよび上から下へ貼り付けます。貼付け操作の結果として
できたデータは最初にコピーしたデータに一致しない場合があります。データの
貼付けがどのようにセルの値に影響するかの詳細は、データの分散方法を参照し
てください。

• データをコピーする場合、Internet Explorer の「スクリプトによる貼り付け処理の
許可」の設定を使用不可能にすると、メッセージが表示される場合があります。

• テキスト・パッド、メモ帳またはワードパッドなどのテキスト・エディタからデ
ータをコピーして貼り付ける場合、データの区切り文字に空白文字が使用されて
いるとコピーして貼付けできません。かわりにタブ区切り文字を使用してくださ
い。

次の機能は Internet Explorer ブラウザでのみサポートされています:

• Planning フォームからデータをコピーして Microsoft Excel に貼り付け

• Planning フォームから別のフォームにデータをコピー

• 数値以外のデータ(スマート・リスト、日付、テキスト・データ型など)のコピーお
よび貼付け

Microsoft Excel と Planning フォーム間におけるデータのコピーお
よび貼付け

Microsoft Excel から Oracle Hyperion Planning フォームにデータをコピーして貼り付
けるには:

1. Microsoft Excel で、1 つまたはある範囲のセルのデータをハイライト表示し、[Ctrl]
を押しながら[C]を押して、データをクリップボードにコピーします。

2. Planning フォームで 1 つまたは複数のターゲット・セルを選択し、[Ctrl]を押しな
がら[V]を押します。

3. クリップボード・ヘルパーが表示されたら、再度[Ctrl]を押しながら[V]を押します。
データがクリップボード・ヘルパーに貼り付けられます。

4.「貼付け」をクリックすると、Planning フォームにデータが貼り付けられます。

ノート:   

Microsoft Excel から Planning にコピーされ貼り付けされたデータは、
Microsoft Excel 内で設定された形式を反映します。たとえば、Microsoft Excel
において小数点以下の桁数がゼロに設定されている場合、Microsoft Excel 内で
値 459.123 を入力する場合、その値は 459 と表示されます。この値を Planning
フォームにコピーすると、値 459 が貼り付けられます。

セル・コメントについて
セルに対する書込みアクセス権を持つユーザーは、セルにコメントを追加できます。

ユーザーは、コメント、コメントを入力したユーザーおよび各コメントの日付を含む、
セルのコメント履歴を表示できます。

コメントを追加できます:

Microsoft Excel と Planning フォーム間におけるデータのコピーおよび貼付け
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• セルの範囲に対して

• 要約期間およびレベル 0 以外のメンバーを含む、任意のレベルのセル(ボトムアッ
プ・バージョン)に対して

• 複数ディメンションにわたって

• 計算されたセル(動的計算)および読取り専用セルに対して

次も可能です:

• コメントをユーザー別または日付別にソートします

• PDF ファイルまたは印刷されたレポートでコメントを表示します。コメントの印
刷を参照してください。

• 自分のコメントを削除します

• 「サポート詳細」を使用して、交通費のようなボトムアップ値を作成し通信しま
す。ここで、集約値を計算します。サポート詳細の操作を参照してください。

• 「勘定科目注釈」を追加して、勘定科目データにコメントします。シナリオ、バー
ジョンおよびエンティティのさまざまな組合せに注釈することができます。勘定
科目注釈およびカスタム・リンクの使用を参照してください。

• データ型がテキストとして設定されているセルにテキストを入力します。テキス
ト値の入力を参照してください。

• 複数のセル・レベル・ドキュメント添付ファイルを追加します。セル・レベル・
ドキュメントの追加、編集、表示を参照してください。

コメントの操作を参照してください。

コメントの操作

セル・コメントについても参照してください。

コメントを追加、表示または削除するには:

1. フォームで、セルをクリックするか連続したセル範囲を選択します。

セルの右上隅に表示される小さい四角形は、このセルにコメントが含まれているこ
とを示します。赤い四角形にカーソルを置くと、セルの交差するメンバー、および
セルにコメント(またはドリルスルー・データまたはドキュメントの添付)が含まれ
るかどうかが表示されます。

2. 右クリックして、「コメント」を選択します。

「コメント」ダイアログ・ボックスの上部に POV およびセル・メンバー交差部が表
示されます。選択したセルがドロップダウン・リストに表示されます。範囲を選択
した場合、ドロップダウン・リストから 1 つのセルを選択します。または、手順 1
のセル範囲にコメントを適用する場合、「すべての選択したセルに適用」チェック・
ボックスを選択します。

3. コメントを追加するには:

a.「コメントの挿入」見出しの左側にある をクリックし、「コメントの挿入」ペイ
ンを展開します。

b. コメントを入力します。

コメントの操作
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デフォルトでは、1,500 文字まで入力できます。セル範囲を選択した場合、各セ
ルに対してコメントを入力できます。セルのコメント内でテキストの新しい行
を開始するには、[Shift]キーを押しながら[Enter]キーを押します。

c.「追加」をクリックします。

「追加」ボタンが表示されない場合は、下にスクロールしてください。

4. コメントを編集するには:

a.「既存のコメント」ペインを展開します。

b. 編集するコメントを選択します。

c.「コメントの挿入」ペインを展開します。

d. コメント・テキストを追加または編集して、「追加」をクリックします。

コメント・表には、変更されたコメントがユーザーの名前と新しい日付スタンプ
とともに表示されます。

5. コメントのいずれかを削除するには、表から行を選択して、「削除」をクリックし
ます。

コメントの印刷

コメント(個別のセルまたはセルのグループに関連付けられたメモ)を PDF ファイルに
印刷できます。「印刷オプション」ページ内で選択した「コメントの表示」オプション
を使用してフォームを印刷する場合、コメントはディメンションと同じ行上で、その
ディメンションの右側に表示されます。データの印刷を参照してください。

コメントを印刷するには:

1. コメントが含まれているフォームを開きます。

2.「ファイル」、「印刷」の順に選択します。

3.「コメントの表示」オプションを選択し、「印刷プレビュー」をクリックします。

4. PDF ファイル内で、「ファイル」メニューから「印刷」を選択します。

5.「印刷」で、プリンタを選択し、「OK」をクリックします。

勘定科目注釈およびカスタム・リンクの使用

管理者がこの機能を使用可能にしている場合、注釈を勘定科目に追加できます。注釈
には、プレーン・テキストまたはカスタム・リンクを指定できます。たとえば、プロ
ジェクトの Web サイト、スプレッドシートまたはサーバーの PDF ファイルに対する
リンクです。

勘定科目注釈を追加または表示するには:

1. フォームで、「表示」を選択し、「勘定科目注釈の表示」または「勘定科目注釈の編
集」を選択します。

2. 勘定科目の行・列内で、勘定科目メンバー名の右に、1,500 文字までのコメントま
たは URL を入力します。

サーバーまたは FTP サイト上で、TXT、DOC、XLS (Microsoft Office Suite)および
PDF などのファイル・タイプへのカスタム・リンクを指定できます。たとえば、共

コメントの印刷
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有サーバーでスプレッドシートへのリンクを作成するには、file://C:/
BudgetDocs/Timeline.xlsと入力します。「C」はサーバーのドライブを示して
います。

3. 終了したら、「勘定科目注釈の表示」をクリックします。

セル・レベル・ドキュメントの追加、編集、表示
管理者が、フォーム・セルからフォームの「セル・レベルのドキュメントの使用可能」
プロパティを選択している場合、単一のセルでも Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspace ドキュメントを追加、削除および表示できます。
これらのドキュメントには Web サイトまたはあらゆるファイル・タイプ(XLS ファイ
ルなど)が該当します。たとえば、セルの売上げデータを裏付ける最新の仮定を含む複

数のドキュメントをセルに関連付けることができます。セル内の アイコンはセルが
ドキュメントに関連付けられていることを示します。

ノート:   

セル・レベル・ドキュメントを追加する前に、ドキュメントを EPM Workspace
リポジトリに追加する必要があります。Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspace ユーザー・ガイドを参照してください。

セル・レベル・ドキュメントを追加するには:

1. コメントを追加または表示するフォームを開きます。

2. セルまたはセルの範囲を選択します。

セルの右上隅に表示される小さな四角形は、このセルにセル・レベル・ドキュメ
ント(ドリルスルー・データまたはコメント)が含まれていることを示します。四角
形にカーソルを置くと、セルの交差メンバーおよびコメントが表示されます。

3. 右クリックして、「ドキュメントの添付」を選択します。

「ドキュメントの添付」ダイアログ・ボックスの上部に POV およびセル・メンバ
ー交差部が表示されます。選択したセルがドロップダウン・リストに表示されま
す。範囲を選択した場合、ドロップダウン・リストから 1 つのセルを選択します。
または、手順 2 のセル範囲にドキュメントの添付を適用する場合、「すべての選択
したセルに適用」チェック・ボックスを選択します。

4. 「ドキュメントの添付」アイコンをクリックします。

5. 「ドキュメントの添付」ダイアログで、「説明」および「参照」に入力します。

次のいずれか:

• 「参照」テキスト・ボックス内で、ドキュメントに対する URL を入力します
(たとえば、http://mymachine:<port>/documents/Sales.doc)。

• をクリックして、ファイルの場所を参照します。

ドキュメントの「名前」、「タイプ」および「バージョン」を指定します。

詳細は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace ユーザ
ー・ガイドを参照してください。

6. 添付ドキュメントを編集するには、表で行を選択し、「編集」アイコンをクリック
します。

セル・レベル・ドキュメントの追加、編集、表示
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添付ドキュメントを削除するには、表内の行を選択し、「削除」アイコンをクリッ
クします。

セルに関連付けられているドキュメントを表示するには:

1. セルまたはセルの範囲を選択します。

2. セルの右下隅の近くにある をクリックします。

#MISSING 値の書込み

セル内の「#MISSING」はセルがデータを含まないことを示しますが、セル内のゼロは
データ値です。#MISSING によりデータベースのサイズが小さくなり、パフォーマン
スを改善します。

セルに#MISSING を書き込むには:

1. 変更するセルを選択します。

連続したセルを選択できます。範囲内で左上のセルをクリックして、[Shift]キーを
押しながら範囲の右下のセルをクリックして選択します。行と列の見出しをクリ
ックすることにより行と列を選択できます。[Shift]キーを押しながらクリックする
ことにより行または列の範囲を選択します。

デザイナがフォームを設定して欠落データを抑制した場合、行全体が#MISSING (デ
ータなし)を含み、行はフォーム上に表示されません。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

• [Delete]を押します。

• #missingと入力します。

スマート・リストを使用して、#MISSING を入力することもできます。スマート・
リストでのデータの入力を参照してください。

3.「保存」をクリックします。

フォームを保存すると、セルの値が#MISSING に設定されます。

値の小計
フォーム内で値の小計および総計を出す方法は次のとおりです。

• メンバーの小計は、アウトラインの階層や論理、メンバー・プロパティなどの管
理者が設定した要素に基づいて計算されます。

• ページの小計を再計算するには、「保存」をクリックします。保存中に「フォーム
の計算」計算スクリプトが選択されて起動する場合、メンバーの集約プロパティ
およびフォームのデザインおよびレイアウトをベースにして、フォーム内のすべ
ての小計は再計算されます。

• データを保存すると、動的に計算されるように設定された、レベル 0 のメンバー
を除くメンバーが計算されます。フォームにはこれらのメンバーを計算するため
の計算スクリプトは必要ありません。

• 計算は保管された値(非表示)に基づいています。表示される値はスケールまたは
精度設定に基づいている場合があります。

#MISSING 値の書込み
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• 表示されたメンバーのみが計算されます。一部のメンバーに対して読取りアクセ
ス権はあるが書込みアクセス権はない場合、それらの値が読取り専用の場合でも
小計に正しく含まれます。

セル値の調整とデータの分散方法も参照してください。

最新データの取得
特に他の人が同じ予算上で作業している場合、確実に最新データで作業するにはデー
タをリフレッシュします。データベースから最新の値を取得するには、フォームを開
き、「表示」、「リフレッシュ」の順に選択します。

Microsoft Excel へのデータのエクスポート

フォームから Microsoft Excel にデータをエクスポートすることにより、Oracle
Hyperion Planning に値をコピーして貼り付ける前に、Excel で"what-if"シナリオを探
索できます。

データのエクスポートについて:

• Planning は、数値のフォーマット、アプリケーション名、ユーザー、フォーム・
フォルダ、属性、通貨タグまたはパーセンテージの詳細を Excel にエクスポートし
ません。

• サポート詳細が印刷されます。

• メンバーに別名があり、サービス管理者または管理者が「別名を表示」オプショ
ンを選択している場合は、それらが行、列、ページおよび POV に表示されます。

• Excel から Planning に貼付けで戻される値は、フォーマットされていないデータ
である必要があります。

フォームから Microsoft Excel にデータをエクスポートするには:

1. フォームを開きます。

2.「ツール」、「スプレッドシートでエクスポート」の順に選択します。

3. データのエクスポートの方法に応じて、次のいずれかを実行します。

• 「保存」を選択して、ファイルを保存します。

• 「開く」を選択して、Microsoft Excel のブラウザ・インスタンスで表示されて
いるデータを処理します。

標準的な Excel の手順を使い、変更を行い保存します。.

ソース・データへのドリルスルー

データは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition に
よりソースからロードされます。ドリルスルーしてデータ・ソースの詳細を表示でき
ます。

ドリルスルー情報を含んでいるフォームを使用している場合、複数通貨アプリケーシ
ョンでは、ソース・システム内のエンティティのすべての通貨をロードできます。為
替レートの換算は Oracle Hyperion Planning において行われます。

ソース・データにドリルスルーするには:

最新データの取得
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1. FDMEE を使用してロードされたソース・データが含まれているフォームを開きま
す。

セルの右上隅の三角形は、ドリル可能なデータ(コメントまたはセルレベル・ドキュ
メント)を含んでいることを示します。

2. ドリルスルー・データを含んでいるセルで 2 回クリックします。

セルの右上にドリルスルー・アイコンが表示されます。

3. アイコンをクリックします。

FDMEE では、ソース情報は Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspace 内のタブに表示されます。

4. ソースを表示したら、EPM Workspace タブまたはブラウザ・ウィンドウを閉じて、
フォームに戻ります。

データの保存

フォームでは、入力、変更または計算したデータ値を保存できます。また保存するこ
とで、フォームの保存時に起動するように設計されたビジネス・ルールを実行します。

データを保存するには:

1. フォームを開きます。

2. フォーム内で変更を行います。

3.「ファイル」、「保存」の順に選択します。

データの入力後
データを入力し、仮定の注釈を付けてプランのデータに満足した後で、レビューまた
は承認のために数字を上位の(プランニング・ユニットとして)他のユーザーに移動でき
ます。「承認の管理」ページに移動し、プランニング・ユニットを開始または上位へ移
動します。プランニング・ユニットを上位へ移動した後、その新しい所有者は書き込
めますが(所有者に書込みアクセス権があると仮定した場合)、プランニング・ユニット
に書込みできなくなります。プランニング・ユニットの管理を参照してください。

データの印刷

Adobe Acrobat Reader 5.0 以降のバージョンがコンピュータにインストールされてい
る場合、PDF ファイル(サポート詳細、コメントおよび勘定科目注釈を含む)として、フ
ォーム内のデータを印刷できます。管理者は、カスタム・シェーディング、ページ・
サイズ、向き、フォント、フォント・サイズ、ヘッダー、1 ページ当たりのデータ列数
および精度を使用して、レポートを設定できます。

コメントの印刷およびプランニング・ユニットの注釈の印刷を参照してください。

PDF ファイルにデータを印刷するには:

1. フォームを開いて、「ファイル」メニューから「印刷」を選択します。

2. オプション: 印刷オプションをフォーム作成時に指定した設定にリセットする場合
は、「フォーム設定の復元」をクリックします。

3. オプション: プリファレンスを設定します。

データの保存
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4. オプション: 後続の PDF ファイルの設定を保存するには、「変更を記憶」を選択しま
す。

これにより、設定はすべてのフォームに割り当てられているデフォルトのオプショ
ンを上書きします。

5. オプション: PDF を画面上に表示するには、「印刷プレビュー」をクリックします。

6.「ファイル」、「印刷」の順に選択します。

7. 印刷オプションを設定して、「OK」をクリックします。

データの印刷
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データの印刷
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6
ビジネス・ルールの操作

次も参照:

ビジネス・ルールの起動について

ビジネス・ルールの起動

実行時プロンプトへの入力

実行時プロンプトおよび承認

ビジネス・ルールの使用

ジョブ・ステータスの確認

ビジネス・ルールの起動について

ビジネス・ルールを使用してデータを計算できます。ビジネス・ルールの中には情報
の入力を促すものがあります。これは「実行時プロンプト」と呼ばれます。必須情報
を入力して、ビジネス・ルールを起動した後、データは更新されます。

管理者は、フォームを開くか保存する際に自動的にビジネス・ルールが起動するよう
にフォームを設定できます。複数のコンテキストからビジネス・ルールを起動するこ
ともできます。

ビジネス・ルールを起動するには:

1. 作業を行っている場所によります:

• フォームが開かれると、関連するビジネス・ルールは左下のペインにリスト表
示されます。任意のビジネス・ルールをダブルクリックします。

• フォームを開いたまま、トップ・メニューから「ツール」、「ビジネス・ルール」
を選択します。起動するビジネス・ルールを選択して、「起動」をクリックしま
す。

• メニューがフォーム内で設定されている場合、フォームで行または列メンバー
を右クリックして、ビジネス・ルールをショートカット・メニューから選択し
ます。ショートカット・メニューを使用したデータの入力を参照してください。

• タスク・リストからは、タスク・リストの操作を参照してください。

• フォームの外で、メニューから、「ツール」、「ビジネス・ルール」を選択しま
す。

ビジネス・ルールの起動を参照してください。

2. ビジネス・ルールに実行時プロンプトが含まれている場合は、必要な情報を入力
し、ビジネス・ルールを起動して、「閉じる」をクリックします(実行時プロンプト
への入力を参照してください)。

計算が正常に処理されると、データベースの値に計算結果が反映されます。
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3.「リフレッシュ」をクリックして、フォーム内の値が更新されていることを確認し
てください。

ビジネス・ルールの起動

「ツール」メニューからビジネス・ルールを起動するには:

1.「ツール」、「ビジネス・ルール」の順に選択します。

2.「Business Rules」ページ上で、表示する関連するビジネス・ルールのプラン・タイ
プを選択します。

3.「ルール・タイプ」から、ルール、ルールセット、計算スクリプトまたはすべての
計算タイプのいずれかを選択します。

ルールセットでビジネス・ルールを表示するには、階層を展開します。ビジネス・
ルールは次のフォーマットで表示されます:

rule_name application_name plan_type

application_name plan_type はビジネス・ルールがデプロイされ起動されるアプリケ
ーションとプラン・タイプを示します。

4. オプション: デフォルトでは、アクセスできる計算のみが表示されます。選択した
プラン・タイプに関連するすべての計算を表示するには、オプション「起動可能な
ルール、ルール・セットおよび計算スクリプトの表示」を選択解除します。

5. 起動するビジネス・ルール、ルールセットまたは計算スクリプトの「起動」リンク
をクリックします。

「なし」は、ビジネス・ルールにアクセスしてないことを意味します。

起動した計算には実行時プロンプトが含まれる場合があります。実行時プロンプ
トへの入力を参照してください。

ビジネス・ルールの起動についても参照してください。

実行時プロンプトへの入力

起動時に、ビジネス・ルールが変数情報を入力するように指示することができます。
いわゆる「実行時プロンプト」です。ビジネス・ルールのデザイナが実行時プロンプ
トを設定します。特定の設定および条件がどのように実行時プロンプトの表示と値に
影響するのかを確認するには、Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドの実行時プロン
プトの理解を参照してください。

注意:

• ビジネス・ルールに実行時プロンプトがあり、「フォームのメンバーを使用」が選
択されている場合、実行時プロンプト・ウィンドウのデフォルト・メンバーと、
開いているフォームのページ軸または POV 軸の現在のメンバーが一致します。

• 「メンバー選択」ページのメンバーおよび代替変数は、アクセス権限および実行時
プロンプトの制限によってフィルタされます(Q1 の子孫のみなど)。実行時プロン
プトで共有メンバーを選択することはできません。

• フォームを保存する際に実行時プロンプトがある複数のビジネス・ルールを起動
する場合、「次へ」ボタンを使用して連続的に各値を入力します。

実行時プロンプトを入力するには:

ビジネス・ルールの起動
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1. 実行プロンプトがあるビジネス・ルールを起動します。

ビジネス・ルールの起動についてを参照してください。

2. この表に記載された実行時プロンプトにより指定された入力タイプを指定します:

アイコン 予想される入力タイプ

1 つのメンバー選択

複数メンバー選択

数値

スマート・リストの値 - リストからアイテム
を選択します

テキスト値 - 高度な計算スクリプトのみで
使用します(グラフィック表示のスクリプト
では使用しません)。

データベースからのディメンション - 高度
な計算スクリプトのみで使用します(グラフ
ィック表示のスクリプトでは使用しませ
ん)。

ディメンション間 - デザイナが実行時プロ
ンプトに対して設定した各ディメンション
から 1 つのメンバーのみを含むメンバーの
組合せ(たとえば、「売り上げ->実績->1 月」
は売り上げ、実績および 1 月のメンバー交差
を参照しています)。

メンバー範囲 - デザイナが実行時プロンプ
トに対して設定した各ディメンションから
選択可能なメンバーの範囲
(IDescendants("Marketing"),FY11 など)。

3. 実行時プロンプト値が無効な場合、それらを補正します。

記号は実行時プロンプトの値が有効かどうか示します。

- 実行時プロンプトの値は有効です。

- 実行時プロンプト値は無効です(エントリがディメンション階層内に存在しな
いなど)。すべての実行時プロンプト値が有効になるまで、ビジネス・ルールを起動
できません。

注意: 管理者が動的な子のためのメンバーの親を有効にした場合(Oracle Hyperion
Planning 管理者ガイドの動的メンバーについてを参照)、実行時プロンプトにメンバ
ー名を入力して今すぐメンバーを作成できます。

実行時プロンプトへの入力
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4. オプション: 実行時プロンプト値を含むファイルを作成するには、「実行時プロンプ
ト値ファイルの作成」を選択します。

ファイルは EPM_ORACLE_INSTANCE/planning/Planning1/RTP/user_name
フォルダに rule_name.XMLとして保存されます。
CalcMgrCmdLineLauncher.cmdユーティリティを使用して、ビジネス・ルール
を起動する場合、管理者はこの作成したファイルを指定します(Oracle Hyperion
Planning 管理者ガイドを参照してください)。

5.「起動」をクリックします。

計算が正常に処理されると、データベースの値に計算結果が反映されます。ジョ
ブ・ステータスの確認も参照してください。

Oracle Essbase の代替変数を実行時プロンプト値として使用し、その代替変数値が変数
制限外にある場合、制限は無視され、ルールは正常に起動します。

実行時プロンプトおよび承認
管理者がどのようにビジネス・ルールを設計したかに応じて、ビジネス・ルールの実
行を可能にするためには、プランナは、実行時プロンプトで選択したすべてのメンバ
ーに対する書込みアクセス権を持ち、影響を受けるプランニング・ユニット・メンバ
ーを所有する必要があります。たとえば、エンティティ A を含むプランニング・ユニ
ットをすでに移動した場合に、実行時プロンプトを使用して A のデータを変更できな
いように、ビジネス・ルールを設計できます。実行時プロンプトは、アクセスできる
メンバーのみを表示します。

ビジネス・ルールの使用
タスクにビジネス・ルールが含まれている場合、ビジネス・ルールを操作できます。

タスクにフォームが含まれている場合にビジネス・ルールを起動するには:

1. フォームを開きます。

タスク・リストの操作を参照してください。

2. 「ツール」、「ビジネス・ルール」の順に選択します。

3. 「ビジネス・ルールの起動」でビジネス・ルールを選択し、「起動」をクリックし
ます。

計算が成功した場合、データベース値は計算結果を反映します。ジョブ・ステー
タスの確認も参照してください。

4. 確認メッセージが「ビジネス・ルールの起動」に表示されたら、「閉じる」をクリ
ックします。

タスクにビジネス・ルールが含まれている場合にビジネス・ルールを起動するには:

1. タスクを開きます。

複数のタスクを割り当てられている場合は、クイック起動リストからタスク・リ
ストを選択します。タスクがビジネス・ルール含む場合、ビジネス・ルールのペ
ージはブラウザ・ウィンドウで開きます。

2. 「ビジネス・ルール」領域でビジネス・ルールを選択し、「起動」をクリックしま
す。

計算が正常に処理されると、データベースの値に計算結果が反映されます。

実行時プロンプトおよび承認
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3. ルールが正常に起動したことをメッセージで確認したら、ブラウザ・ウィンドウ
を閉じます。

ジョブ・ステータスの確認

「ジョブ・コンソール」ページで、「ビジネス・ルール」、「ルール・セット」、「シーケ
ンス」、「セル詳細のクリア」、「データのコピー」、および「データのプッシュ」の各ジ
ョブ・タイプについてステータスを確認できます。

注意:

• 起動済ジョブが完了やエラーなどの状態である場合、またはアプリケーション・
モニターによって識別される違反エラーまたは警告を伴う場合、電子メールで通
知を受けることができます。電子メール通知の設定の詳細は、電子メールの設定
を参照してください。アプリケーション・モニターの詳細は、Oracle Planning and
Budgeting Cloud Service Planning の管理を参照してください。

• 「ジョブ・コンソール」ページからジョブを取り消したり、開始することはできま
せん。

• 管理者は、すべてのジョブおよびそのステータスを表示できます。その他すべて
のユーザーは自分のジョブおよびそのステータスのみ表示できます。

ジョブの実行ステータスをチェックするには:

1. 次のタスクを実行します:

• 「ツール」、「ジョブ・コンソール」の順に選択します。

• 「ジョブ・コンソール」タイプのタスクを開きます。

次のジョブ情報が表示されます:

• ジョブ ID: データベースにより生成されます。

• ジョブ・タイプ: 「ビジネス・ルール」、「ルール・セット」、「セル詳細のクリ
ア」、「データのコピー」、または「データのプッシュ」。

• ジョブ名: ビジネス・ルール、シーケンスまたはルールセットの名前。

• ユーザー名: ジョブを起動したユーザー。

• 開始時間

• 終了時間: ジョブの完了またはエラー終了にかかわらず。

• 実行ステータス: 現在のジョブの状態。

ノート:   

「完了、しきい値違反あり」ステータスを使用して、正常に実行されたが、推
奨のパフォーマンスしきい値超過に近づいたジョブを識別します。Oracle
Planning and Budgeting Cloud Service Planning の管理のアプリケーションの整
合性とパフォーマンスのモニタリングおよび最適化に関する項を参照してく
ださい。

2. 表示されるジョブをフィルタ処理するには、次のいずれかを指定します:

ジョブ・ステータスの確認
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• 開始時間 - ジョブが実行されたタイミング。 をクリックして、日、月、年お
よび時間を指定します。

• 終了時間 - ジョブが完了したタイミング。 をクリックして、日、月、年およ
び時間を指定します。

• ジョブ・タイプ - 「ルール・セット」、「データのプッシュ」、「意思決定パッケ
ージのコピー」など、実行されるジョブの種類または関与するアーティファク
ト。

• ステータス - 「処理」や「完了」など、ジョブの現在の状態。

「完了、しきい値違反あり」ステータスを使用して、正常に実行されたが、推奨
のパフォーマンスしきい値に準拠していないジョブに対してフィルタ処理しま
す。Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドのアプリケーションのパフォーマン
スのモニタリングおよび最適化に関する項を参照してください。

• ジョブ名

• ユーザー - ジョブを送信したユーザー

3. をクリックします。

「ジョブ・コンソール」が選択条件に合うジョブを表示します。

4. このジョブ情報を表示するには、「実行ステータス」下で、ログ・ファイルへのリ
ンクをクリックします。

• コメントのクリア: クリアした詳細のディメンショナル交差

• データのコピー: コピーしたデータのディメンショナル交差

• セル・レベル・ドキュメント: クリアしたドキュメントのディメンショナル交差

• ビジネス・ルールおよびルールセット: アプリケーション、プラン・タイプおよ
びランタイム値。ルールがエラーを生成した場合、テキスト・ボックスにエラ
ーが表示されます。

ノート:   

ルールセットに関する情報は、拡張可能な階層として表示され、埋込みルール
およびルールセットが処理されるに伴ってそれらのステータスが個別に表示
されます。

ヒント:   

管理者のみ: 多数のユーザーのランタイム値を確認するにはシステム・リソー
スを消費するため、この機能をオフにしてパフォーマンスを向上させることが
できます。「管理」、「アプリケーション」、「プロパティ」、「アプリケーション・
プロパティ」タブの順に選択して、プロパティ
「CAPTURE_RTP_ON_JOB_CONSOLE」を追加し、値を「FALSE」に設定しま
す。Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドを参照してください。

5. オプション、管理者のみ: リストから選択したジョブおよびデータベースからジョ
ブの記録を除去するには、「削除」をクリックします。

処理中のジョブは削除できません。

ジョブ・ステータスの確認
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すべてのジョブをリストから除去して、データベースからジョブの記録を除去する
には、ヘッダーのジョブ ID の左のチェック・ボックスを選択します。

ジョブ・ステータスの確認
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ジョブ・ステータスの確認
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7
データの調整と分散

次も参照:

セル値の調整

期間に対するデータの分散

グリッド分散を使用した分散値

一括割当てを使用した値の分散

セル値の調整
指定値またはパーセント値で値を増減することができます。セルに演算子を入力する
こともできます(What If 分析の実行を参照)。

What If 分析の実行

データを保存してコミットする前に、"What If"計算を行い、その変化を確認できます。
データの実験を行うことにより、データを保存する前に様々なシナリオの影響を確認
できます。これは、値を操作して目的の結果を得るために役立ちます。

データ値は次のように操作できます:

• 値を入力します(データの入力を参照)

• 分散時に値をロックします(セルのロックを参照)

• 演算子を入力して、ここで説明した数値を入力して値を変更します

• Oracle Hyperion Planning および Oracle Smart View for Office でアド・ホック機
能を使用します(アド・ホック・グリッドの操作を参照)

値に対してアドホック計算を実行するには:

1. 計算するセルを選択します。

2. 演算子(+、+–、*、/または%)を入力して、値を入力します。

3. カーソルを別のセルから移動します。

色の変化は、セルの値が変更されたことを示します。

期間に対するデータの分散

「データの入力」ページでの作業時に、次の方法で値を分散または配分できます:

• サマリー期間の値を基本期間または親期間の最初の親または最初の子に分散して
戻します

データの調整と分散  7-1



• 親子間の既存の配分に基づいて値を比例分散します

• カレンダの四半期ごとの週次配分(4-4-5、5-4-4、4-5-4 または「なし」のいずれか
にできる)に基づいて値を分散します

• 親の値をすべての子孫に満たす

• 期間にデータを分散する間、一時的に特定のセル値をロックします(セルのロック
を参照)

複数の値を選択、コピー、貼付けまたは調整できます。期間にデータを貼付ける場合、
Oracle Hyperion Planning が分散ルールを各セルに連続して適用し、左から右へおよ
び上から下へ貼り付けます。貼付け操作の結果のデータは、最初にコピーしたデータ
に一致しない可能性がありますデータの分散方法を参照してください。

ノート:   

複数の通貨が混在するメンバーが含まれる要約期間のデータは分散できませ
ん。

ノート:   

サマリー期間の値はフォームが期間として代替階層を使用した場合でも、自動
的に分散されるので、分散された結果が正しいことを確認してください。
Oracle では代替階層にデータを入力することを推奨しません。値が正しく分
散されないからです。

期間に対してデータを分散するには:

1. フォームで、分散する値が含まれているセルにカーソルを移動します。

2. 値を入力します。

値は、データの分散方法に記載されているルールに従って分散されます。

3.「保存」をクリックします。

グリッド分散を使用した分散値と一括割当てを使用した値の分散も参照してくださ
い。

データの分散方法

データ・セルはロックされていないと仮定した場合、勘定科目タイプ、「タイム・バラ
ンス」プロパティ、既存の分散、メンバーの階層およびデータ型のような要因は、値
の分散方法に影響します(セルのロックを参照)。

ノート:   

データ分散時には、日付およびテキスト値が除外されます。

次の表は、通貨の値または通貨以外の値を入力または変更したときデータへ影響する
例を示しています。

勘定科目のタイム・バランス・プロパティ

FLOW

期間に対するデータの分散
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収益、費用、保存された仮定(「タイム・バランス」プロパティが「フロー」に設定され
ている場合)

新しい値の分布

既存の配分に基づいて、すべての子および親に比例分散されます。その値はサマリー
期間蓄積階層の全体に影響を与えるため、親期間はその子の合計となります。

既存の分布が存在せず(つまり、すべての子の値がゼロであるかまたは欠落している場
合)、変更した値が四半期の場合、その値は、週次配布(4-4-5、4-5-4、5-4-4 分布また
は、勘定科目の分散が「なし」に設定されている場合は均等に分布)に基づいてプロポ
ーショナル分散されます。

変更した親が年合計かまたは別の種類のサマリー期間の場合、値は均等に分散されま
す。

例:

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

FLOW

収益、費用、保存された仮定(「タイ

ム・バランス」プロパティが「フロ
ー」に設定されている場合)

既存の配分に基づいて、すべての子
および親に比例分散されます。その
値はサマリー期間蓄積階層の全体に
影響を与えるため、親期間はその子
の合計となります。

既存の分布が存在せず(つまり、すべ

ての子の値がゼロであるかまたは欠
落している場合)、変更した値が四半

期の場合、その値は、週次配布
(4-4-5、4-5-4、5-4-4 分布または、勘

定科目の分散が「なし」に設定され
ている場合は均等に分布)に基づい

てプロポーショナル分散されます。

変更した親が年合計かまたは別の種
類のサマリー期間の場合、値は均等
に分散されます。

例 1

次の値を持つ第 1 四半期の値を 250
から 500 に変更します。

1
月
=
1
0
0

2
月
=
5
0

3
月
=
1
0
0

結果: 500 が子に比例配分され、それ

ぞれの子の値は次のように変更され
ます。

1
月
=
2
0
0

2
月
=
1
0
0

3
月
=
2
0
0

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

第 1 四半期の親が 250 に集約されま

す。年合計の値が 1000 だった場合、

新しい値は 1250 となります。

例 2

3 月の値を 100 から 200 に変更しま

す。

結果: 3 月、第 1 四半期、および年合

計は、すべて 100 ずつ増加します。

1 月と 2 月の値は変化しません。

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

FIRST

勘定科目のすべての種別

親期間の最初の子のセルを変更した
場合にのみ、その最初の親まで上が
り、またその子まで逆戻りします。

サマリー期間は子の期間の最初に等
しくなります。

既存の配分が存在しない場合(つま

り、すべての子の値がゼロまたは欠
落している場合)、その値はすべての

子にコピーされます。

例 1

次の値を持つ第 1 四半期の値を 20
から 40 に変更します。

1
月
=
2
0

2
月
=
1
5

3
月
=
0
5

Q
1
=
2
0

結果: 40 が子に配分され、それぞれ

の子の値は次のように変更されま
す。

1
月
=
4
0

2
月
=
1
5

3
月
=
0
5

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

Q
1
=
4
0

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

BALANCE

「資産」、「負債」、「資本」、「保存され
た仮定」(「タイム・バランス」プロ

パティが「残高」に設定されている
場合)

親期間の最後の子のセルを変更した
場合にのみ、その最後の子まで下が
り、またその親まで逆戻りします。

サマリー期間は子の期間の最後に等
しくなります。

既存の配分が存在しない場合(つま

り、すべての子の値がゼロであるか
または欠落している場合)、その値は

すべての子に分散されます。

例 1

第 1 四半期を 30 から 50 に変更しま

す。

結果: 3 月も 50 に変更されます。1
月および 2 月の値は変化しません。

第 1 四半期は、最後の子ではないの

で、年合計は変化しません。

例 2

第 4 四半期を 100 から 50 に変更し

ます。

結果: 12 月が 50 に変更されます。

12 月は第 4 四半期の最後の子だか

らです。第 1、2、3 四半期のように

10 月および 11 月は変更されませ

ん。年合計は 50 に変更されます。

第 4 四半期は最後の子だからです。

例 3

次の値を持つ第 2 四半期を 100 に変

更します。

4
月
=
0

5
月
=
0

6
月
=
0

結果:

4
月
=
1
0
0

5
月
=
1

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

0
0

6
月
=
1
0
0

年合計は変わりません。

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

AVERAGE

「収益」、「費用」、「保存された仮定」
(「タイム・バランス」プロパティが

「平均」に設定されている場合)

既存の配分に基づいて、すべての子
および親に比例分散されます。その
値がサマリー期間蓄積階層の全体に
影響を与えるため、親期間はその子
の平均となります。

各月は 30 日間であるというように、

各期間の日数が同じであることを前
提とします。

例 1

次の値を持つ第 1 四半期の値を 5 か

ら 10 に変更します。

1
月
=
0
5

2
月
=
1
0

3
月
=
0
0

Q
1
=
0
5

結果:

1
月
=
1
0

2
月
=
2
0

3
月
=
0
0

Q
1

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

=
1
0

FILL

勘定科目のすべての種別

親に設定されている値は、すべての
子孫に埋め込まれます。

例 1

年合計を 100 から 200 に変更しま

す。

結果:

Q
1
、
Q
2
、
Q
3
、
Q
4
お
よ
び
す
べ
て
の
月
の
値
は
2
0
0
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

ノート:   
メンバーが再計算されたとき、集計
演算子およびメンバー式は「入力」
値を上書きします。

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

加重された平均-Actual_365

「収益」、「費用」、「保存された仮定」
(「タイム・バランス」プロパティが

「平均」に設定されている場合)

加重日平均は年間 365 日に基づいて

おり、2 月は必ず 28 日であることを

前提としています。閏年には対応し
ていません。

加重された平均 - Actual_365 につい

て:

• 月ラベルはカスタマイズでき
ませんが、別名は使用できま
す。

• 1 年は 12 か月であり、四半期は

基本 3 か月の合計である必要

があります。

• アプリケーションの設定後は、
会計開始月を変更できません。

• すべての月が計算に含まれま
す。#MISSING は分子で 0 と

して扱われ、すべての日数が分
母の欠落月に含まれます。つ
まり、たとえば QTR は QTD で

はなく 3 か月を示し、年合計は

YTD ではなく 12 か月を示して

います。

例 1

1 月、2 月および 3 月の値を入力しま

す。閏年を含むすべての年につい
て、2 月は 28 日であり、Q1 は 90 日

であることを前提とします。

入
力
し
た
値
と
日
数

1
月
=
9
,
0
0
0
3
1
日

2
月
=
8
,
0
0
0
2
8
日

3
月
=
8
,
0
0
0
3
1
日

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

Q
1
=
9
0
日
(
1
月
、
2
月
お
よ
び
3
月
の
合
計
日
数
)

結
果
:

Q
1
=
8
,
3
4
4

Q1 の平均は次のようにして計算さ

れます: (1) Q1 の各月の値にその月

の日数を乗じます。(2)これらの値

を合計します。(3)その合計値を Q1
の日数で割ります。2 月の日数を

28、Q1 の日数を 90 を使用すると、

結果は(9,000 X 31 + 8,000 X 28 +
8,000 X 31)/90 = 8,344 です。

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

加重された平均 - Actual_Actual

「収益」、「費用」、「保存された仮定」
(「タイム・バランス」プロパティが

「平均」に設定されている場合)

加重日平均は 1 年の実際の日数に基

づいています。2 月が 29 日まであ

る閏年に対応しています。

加重された平均 - Actual_Actual に
ついて:

• 月ラベルはカスタマイズでき
ませんが、別名は使用できま
す。

• 1 年は 12 か月であり、四半期は

基本 3 か月の合計である必要

があります。

• アプリケーションの設定後は、
会計開始月を変更できません。

• すべての月が計算に含まれま
す。#MISSING は分子で 0 と

して扱われ、すべての日数が分
母の欠落月に含まれます。つ
まり、たとえば QTR は QTD で

はなく 3 か月を示し、年合計は

YTD ではなく 12 か月を示して

います。

例 1

閏年について、1 月、2 月および 3 月

の値を入力します。2 月は 29 日で

あり、Q1 は 91 日であることを前提

とします。

入
力
し
た
値
と
日
数

1
月
=
9
,
0
0
0
3
1
日

2
月
=
8
,
0
0
0
2
9
日

3
月
=
8
,
0
0
0
3

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

1
日

Q
1
=
9
1
日
(
1
月
、
2
月
お
よ
び
3
月
の
合
計
日
数
)

結
果
:

Q
1
=
8
,
3
4
1

Q1 の平均は次のようにして計算さ

れます: (1) Q1 の各月の値にその月

の日数を乗じます。(2)これらの値

を合計します。(3)その合計値を Q1
の日数で割ります。2 月の日数を

29、Q1 の日数を 91 を使用すると、

結果は(9,000 X 31 + 8,000 X 29 +
8,000 X 31)/91 = 8,341 です。

例 2

閏年以外について、1 月、2 月および

3 月の値を入力します。2 月は 28 日

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

であり、Q1 は 90 日であることを前

提とします。

入
力
し
た
値
と
日
数

1
月
=
9
,
0
0
0
3
1
日

2
月
=
8
,
0
0
0
2
8
日

3
月
=
8
,
3
0
0
3
1
日

Q
1
=

期間に対するデータの分散
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勘定科目のタイム・バランス・プロ
パティ

新しい値の分布 例

9
0
日
(
1
月
、
2
月
お
よ
び
3
月
の
合
計
日
数
)

結
果
:

Q
1
=
8
,
3
4
4

2 月の日数を 28、Q1 の日数を 90 を

使用すると、結果は(9,000 X 31 +
8,000 X 28 + 8,000 X 31)/90 = 8,344
です。

ノート:   

「スキップ」オプションはデータの分散には適用できませんが、メンバー階層
の計算にのみ影響します。

パーセント値を変更する場合、次を実行します。

勘定科目タイプにかかわらず、既存の配分、すなわち 4-4-5 設定を行うと、値はその子
に均等に分散されます。変更されたセルが、その親期間の最後の子である場合、値は
その親まで上がってコピーされます。

例 1

期間に対するデータの分散
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第 1 四半期を 10 から 20 に変更します。

結果: 1 月、2 月および 3 月も 20 に変わります。ただし、第 1 四半期は最後の子ではな
いので、年合計は変わりません。

例 2

2 月の値を 10 から 20 に変更します。

結果: 1 月と 3 月はいずれも 2 月の子でも親でもないので、値は変わりません。第 1 四
半期(および年合計)の値は、2 月がその最後の子ではないので変わりません。

例 3

第 4 四半期を 30 から 20 に変更します。

結果: 10 月、11 月および 12 月は 20 に変わります。その値が第 4 四半期の子にコピー
されるからです。年合計も 20 に変わります。第 4 四半期はその最後の子だからです。

ノート:   

セル値の調整および複数通貨の分散を参照してください。

複数通貨の分散

データが親メンバーから混合通貨の子に分散される場合、子は親期間の通貨タイプを
引き継ぎ、データはデータの分散方法で説明したように分散されます。

複数の通貨が混在している場合に子期間を変更すると、親期間に複数の通貨を持つ子
がない場合にのみ、親期間の通貨は子の通貨タイプを引き継ぎます。

セルのロック

データを分散または操作する場合、Oracle Hyperion Planning が計算して他の値を入
力する間、一時的にセルをロックできます。変更内容は、保存する前に確認できます。
特定セルをロックしたデータの分散例を参照してください。

値を一時的にロックするには:

1. ロックするセルを選択します。

2.「編集」、「セルのロック/ロック解除」の順に選択します。

黄褐色の背景は、セルがロックされていることを示します。複数セルをロックする
場合、すでにロック済のセルおよびロック解除されているすべてのセルがロックさ
れます。

これでその他のデータを分散または操作することが可能です(期間に対するデータ
の分散およびデータの分散方法を参照してください。)

3. セルのロックを解除するには、「編集」、「セルのロック/ロック解除」の順に選択し
ます。

グループ内のセルがすべてロックされている場合(またはその他の理由で読取り専
用になっている場合)のみ、「セルのロック/ロック解除」を選択することですべての
セルをロック解除できます。データを保存する場合、ロックされているセルはロッ
ク解除されます。

期間に対するデータの分散
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特定セルをロックしたデータの分散例

例 1

データをロックおよび分散する前に、勘定科目 A には次の表に記載されている値があ
ります:

1 月 2 月 3 月 Q1

勘定科目 A 100 100 100 300

2 月と 3 月の値を 100 にロックし、Q1 の値を 300 から 600 に変更します。1 月、2 月、
3 月の合計を 600 にする必要がありますが、2 月と 3 月がそれぞれ 100 にロックされて
いるので、Oracle Hyperion Planning は 1 月の値が 400 となるように計算して表示さ
れます。

ロックおよび分散後は、データは次の表のように表示されます。

1 月 2 月 3 月 Q1

勘定科目 A 400 100 100 600

例 2

ロックおよび分散する前、勘定科目 B には次の表に記載された値があります。

Q1 Q2 Q3 Q4 年合計

勘定科目 B 100 100 100 100 400

Q1 と Q2 の値をそれぞれ 100 にロックし、年合計を 400 から 800 に変更します。年の
合計が 800 になる必要がありますが、Q1 と Q2 がそれぞれ 100 にロックされているの
で、Planning によって Q3 と Q4 の値がそれぞれ 300 と計算されて表示されます。

ロックおよび分散後は、データは次の表のように表示されます:

Q1 Q2 Q3 Q4 年合計

勘定科目 B 100 100 300 300 800

グリッド分散を使用した分散値

管理者が「グリッド分散」をフォーム・プロパティとして使用可能にした場合、対象
セル内の既存値に基づいて、フォームの複数ディメンションにわたり Oracle Hyperion
Planning が値を増減する金額またはパーセンテージを指定することができます。フォ
ームの結果はすぐに確認して、新規データを保存するか破棄することができます。分
散データを計算するとき、Planning は読取り専用およびロックされたセル、さらにサ
ポート詳細のあるセルを無視します。アクセスできるセルに値を分散することで、デ
ータの整合性は確認されます。

グリッド分散を使用した分散値
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ノート:   

「タイム・バランス」プロパティ設定は、「入力」オプションを使用してデータ
が分散される方法に影響を及ぼします。データの分散方法を参照してくださ
い。

グリッド分散を使用して値を分散するには、次の手順を実行します:

1. ターゲット・セルに分散する値が含まれる小計または合計ソース・セルにカーソル
を置きます。

2.「編集」、「グリッド分散」の順に選択します。

3. 次のいずれかのアクションを行います:

• 指定した金額で値を増減するには、「データの調整」から、「値」を選択して、
「増やす」または「減らす」を選択して、分散値を入力します。

• パーセンテージにより値を増減するには、「データの調整」から、「パーセンテ
ージ」を選択して、「増やす」または「減らす」を選択して、値を入力します。

• 値を置き換えるには、「分散値」テキスト・ボックスに新規の値を入力します。

4. 分散パターンを選択します:

• 比例分散: ターゲット・セルの既存値に基づいて、値を比例分散します(デフォ
ルト)。

• 均等分割: ターゲット・セル間で均等に値を分散します。

• 入力: すべてのターゲット・セル内の値を置換します。

5.「分散」をクリックします。

指定した値またはパーセンテージがターゲット・セル全体に分散され、前の値を新
しい値に置換します。

6. 新しい値を保存するには、「保存」をクリックします。

一括割当てを使用した値の分散

管理者が Oracle Hyperion Shared Services でアカウントに一括割当ての役割を割り当
て、フォームの「一括割当て」プロパティを使用可能にした場合、一括割当てを使用
してデータを分散できます。

ノート:   

値の一括割当てを元に戻すことはできません。

ノート:   

「タイム・バランス」プロパティ設定は、「入力」オプションを使用してデータ
が分散される方法に影響を及ぼします。データの分散方法を参照してくださ
い。

「一括割当て」を使用して値を分散するには:

一括割当てを使用した値の分散
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1. 分散する値を含む小計または合計セルにカーソルを置きます。

2.「編集」、「一括割当て」の順に選択します。

3. 次のいずれかのアクションを行います:

• 指定した金額で値を変更するには、「データの調整」で、「値」を選択し、「増や
す」または「減らす」を選択して、値を入力します。

• パーセンテージにより値を増減するには、「データの調整」で、「パーセンテー
ジ」を選択し、「増やす」または「減らす」を選択して、値を入力します。

• 値を新規の値に置き換えるため、「分散値」テキスト・ボックスに新規の値を入
力します。

4. 指定した値またはパーセンテージをターゲット・セル全体に割り当てるには、次の
表で説明するように、「分散タイプ」を選択します。

分散タイプ 説明

比例分散 ターゲット・セルの既存値に基づいて、値を
比例分散します(デフォルト)。

リレーショナル分散 様々なソースの場所に存在する値に基づい
て、選択されたセルに分散します。このオプ
ションを選択すると、「選択済」列に各ディ
メンションに対して現在選択されているメ
ンバーが表示されます。
「相対」では、分散されるベース値を識別す
るメンバーを選択し、相対セル内の既存の値
に基づいてパターンを作成します。メンバ

ーを選択するには、 をクリックし、「メ
ンバー選択」ページで、直接または関係に基
づいてディメンションのメンバーを選択し
ます(Oracle Hyperion Planning 管理者ガイド
を参照)。

均等分割 ターゲット・セル間で均等に値を分散します

入力 すべての対象セル内の値を置換します

5.「分散」をクリックします。

一括割当てを使用した値の分散
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一括割当てを使用した値の分散
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8
サポート詳細の操作

次も参照:

サポート詳細の操作

サポート詳細の追加

サポート詳細の表示または変更

Essbas とサポート詳細の同期化

複数のセルのサポート詳細ウィンドウへの貼付け

サポート詳細の操作
サポート詳細は、メンバー・アウトラインに含まれていないデータの基本を理解する
うえで役立ちます。たとえば、アウトラインの階層の最下位のメンバーが「ペン」で
ある場合、サポート詳細で「ボールペン」、「万年筆」、「マーカー」などのライン・ア
イテムを追加できます。ライン・アイテムを追加後、それらの値をペン・メンバーに
値を集約できます。

出張費、プロジェクトなどの企業費用をプランニングする際に値を集約する必要があ
る場合は、サポート詳細を使用してボトムアップの値を構築および伝達できます。サ
ポート詳細には、テキスト、値およびデータ集約を定義する演算子を含められます。

サポート詳細について:

• サポート詳細は、アウトライン内のメンバーを変更しません。

• サポート詳細を作成、変更または削除するには、セルへの書込みアクセス権が必
要になります。サポート詳細を表示するには読取りアクセス権が必要になりま
す。

• データ保護のため、サポート詳細が含まれている集約値に対してデータを入力、
調整、分散、保存することはできません。集約値は読取り専用です。

• サポート詳細は、ターゲット・バージョンとボトムアップ・バージョンに追加で
きます。

• 四半期などのサマリー期間には、サポート詳細を追加できません。基本期間(レベ
ル 0 メンバー)にのみ追加できます。

• 設定済の数値および精度フォーマットは、「サポート詳細」ウィンドウには反映さ
れません。

• 演算子のシーケンスは、複雑な計算で複数の演算子を処理するのに使用されるも
のと同じ論理に従います。

• サポート詳細を印刷できます。

• 「バージョンのコピー」を使用する場合、あるバージョンから別のバージョンにサ
ポート詳細をコピーできます。
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• 管理者はサポート詳細を含むデータをあるディメンショナル交差から別のディメ
ンショナル交差へコピーできます。たとえば、管理者は「予算、FY19、最終」を
「予測、FY20、初期素案」にコピーできます。データをある事業単位から他の事業
単位へまたは FY19 から FY20 へコピーして、予算を準備することもできます。

サポート詳細の追加を参照してください。

サポート詳細の追加

「サポート詳細」ウィンドウを使用して、詳細アイテムがフォーム内のセルの値に集約
される方法を設定します。

値を計算するサポート詳細をフォーム内に追加するには:

1. フォームを開き、セルを選択します。

1 つの行また列内で、1 つのセルを選択するかまたは複数のセルを続けて選択でき
ます。このセクションに行または列の組合せを含められません。書き込めるよう
に、現地通貨のセルを選択してください。

2.「編集」、「サポート詳細」の順に選択します。

3. ボタンを使用して、インデントされた階層を作成または変更し、目的の構造と計算
を反映します。

たとえば、「子の追加」をクリックして、選択したアイテムの下に直接ライン・ア
イテムを追加します。

4.「ラベル」列に最大 1,500 文字の説明を入力します。

5. アイテムごとに演算子を選択して、ライン・アイテム間の演算関係を設定します。

演算子+、-、*、/および~ (無視)の中から選択します。

6. データを入力して設定または計算をします。

フォームで設定したものと同じスケールを使用して、数字を入力します。

7.「保存」をクリックします。

値は動的に計算され、データを保存する前に集約されます。フォーム上のデータも
保存されます。

サポート詳細の例

この例は、サポート詳細を使用して、ある部署の第 1 四半期の出張旅費がどのように
計算されるか示しています。サポート詳細の合計値は、フォーム内の Q1 の出張費セル
に集約されます。

 

サポート詳細の追加
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サポート詳細のセルが空白の場合の合計

Oracle Hyperion Planning では、値を集約する際に、サポート詳細データ・セルが空
白である場合、(値がゼロとみなされるのではなく)無視されます。

たとえば、講師を雇用するための 1 日当たりのレート($250)と講師の雇用を計画してい
る 1 か月当たりの日数(1 月に 4 回、2 月はなし)を乗算するために、次のようなサポー
ト詳細を定義するとします。次の表に示すように、2 月には講師を雇用するつもりがな
いにもかかわらず、2 月の講師料合計は 250 になります。

1 月 2 月

講師 1000 250

レート+ 250 250

日数 4

この例のように、空白のセルと積算を含む集約で値を正しく算出するには、レートの
セルを空白にするかまたは次のように日数データのセルにゼロを入力する必要があり
ます。

1 月 2 月

講師 1000 0

レート+ 250 250

日数 4 0

これでレート(250)と 0 (ゼロ)が乗算され、結果はゼロになります。

サポート詳細の順序

サポート詳細の順序は Oracle Essbase 内に保存される結果の値に影響します。計算の
順序を理解すると正確にサポート詳細を入力できます。サポート詳細は+(加算)、-(減
算)、*(乗算)および、/(除算)の計算順序で使用します。簡単な単位 x レートの例で正確
にサポート詳細に入力する方法を実演します。

サポート詳細の追加
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サポート詳細の入力が無効

次の表のレートは単項演算子+と設定されているので、計算の順序はまずレートを加算
して単位を掛けます。すると間違ったデータがそのまま保存されます。

1 月 2 月 3 月

レート+ 250 250 250

単位* 10

合計: 2500 250 250

サポート詳細の入力が正しい

次の表では、正しい単位 X レート計算の順序を表示しています。正しい値は保存され
ます。

1 月 2 月 3 月

単位+ 10.0

レート* 250.0 250.0 250.0

合計: 2500

サポート詳細の順序を検証して、正しい値が計算され保存されたことを確認します。

サポート詳細の階層の操作

サポート詳細の階層は、適切な関係を作成するセルの値と算術演算子をサポートする
情報のタイプを反映しています。

サポート詳細の階層を作成または変更するには:

1. フォームで、サポート詳細のセルを選択します。

2.「編集」、「サポート詳細」の順に選択します。

3. データ値の詳細が含まれる階層内でアイテム上にカーソルを置き、次の表のオプシ
ョンをクリックして行を作成または変更します。

オプション 結果

子の追加 選択されたセルの 1 レベル下にアイテムを
追加します。子は無制限に追加できますが、
パフォーマンスに与える影響を考慮してく
ださい。

兄弟の追加 選択されたセルと同じレベルにアイテムを
追加します。兄弟は無制限に追加できます
が、パフォーマンスに与える影響を考慮して
ください。

削除 選択されたアイテムの削除

サポート詳細の追加
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オプション 結果

すべて削除 すべてのサポート詳細を同時に削除

上位へ移動 選択されたアイテムを 1 つ上のレベルに移
動

下位へ移動 選択されたアイテムを 1 つ下のレベルに移
動

上へ移動 選択したアイテムをその兄弟の先祖より前
に移動します。

下へ移動 選択したアイテムをその兄弟の子孫より後
に移動します。

行の複製 選択アイテムの下に行を追加してテキスト、
演算子、値などをコピーします。

リフレッシュ 保管されたデータベースの最新の値を取得
し、すでに保存された値を復元し、変更内容
を上書きします。

4.「保存」をクリックします。

保存操作により、詳細テキスト、値および集約値が保管されます。

サポート詳細の表示または変更

フォームで、サポート詳細のセルは明るい緑色のバックグラウンドで表示されます。

計算またはサポート・データの表示または変更を行うには:

1. フォームを開き、詳細を表示または追加するセルを選択します。

1 つの行また列内で、1 つのセルを選択するかまたは複数のセルを続けて選択でき
ます。このセクションに行または列の組合せを含められません。書き込めるよう
に、現地通貨のセルを選択してください。

2.「編集」、「サポート詳細」の順に選択します。

3. 選択したセル内のデータを集約するライン・アイテムまたは計算を表示または変更
します。

Essbase とサポート詳細の同期化

サポート詳細を削除する場合、Oracle Essbase に保管されているサポート詳細合計値を
どのように処理するかを指定できます。Essbase の値を#MISSING に設定するか、サポ
ート詳細の削除前の値のまま残し、事実上、サポート詳細をメモ帳または計算機とし
て使用できます。

サポート詳細と Essbase を同期化するには:

1. サポート詳細のセルをクリックします。

2.「編集」、「サポート詳細」の順に選択します。

3.「サポート詳細」で、情報を削除して「保存」をクリックします。

4. メッセージが表示されたら、Essbase がどのように変更を処理するかを指定します。

サポート詳細の表示または変更
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• Essbase からサポート詳細を削除するには、「はい、値を#MISSING に設定し
ます」をクリックします。

• Essbase のデータを、サポート詳細を削除する前の状態で維持するには、「いい
え、値をそのままにします」をクリックします。

複数のセルのサポート詳細ウィンドウへの貼付け

Microsoft Excel または他のアプリケーションで、サポート詳細を複数セルからコピー
し、「サポート詳細」ウィンドウに貼り付けることができます。たとえば、フォームを
Excel スプレッドシートにエクスポートし、スプレッドシートでサポート詳細の作業を
行い、Oracle Hyperion Planning にコピーで戻すことができます。

サポート詳細のコピーおよび貼付けについては次を参照してください。

• データの貼り付け先のセル範囲が、「サポート詳細」ウィンドウに表示されている
必要があります。

• セル・ラベルおよびセル・データのコピーおよび貼り付けが可能です。

• 貼付け元のデータ・フォーマットは維持されません。

Microsoft Excel スプレッドシートからサポート詳細をコピーするには:

1. Planning フォームを開きます。

2. Planning で、セルまたはセルの範囲を選択し、「サポート詳細」をクリックします。

3.「サポート詳細」で、セル範囲にサポート詳細を入力するかまたはサポート詳細を
含んでいるセルを追加し、「OK」をクリックします。

4.「ツール」、「スプレッドシートでエクスポート」の順に選択します。

エクスポートされた情報を含んでいる Microsoft Excel のブラウザ・インスタンスが
表示され、サポート詳細を変更できます。

5. Excel で、サポート詳細を含むセル範囲を選択し、[Ctrl] + [C]キーを押してデータ
をコピーします。

6. Planning で、サポート詳細を追加するフォームを開きます。

7. 変更する詳細を含むセルを選択し、「サポート詳細」をクリックします。

8.「サポート詳細」で、サポート詳細を貼り付ける範囲の上部左側のセルをクリック
し、[Ctrl] + [V]キーを押します。

9.「保存」をクリックします。

複数のセルのサポート詳細ウィンドウへの貼付け
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9
通貨の操作

次も参照:

複数通貨の操作

データ・セルの通貨の変更

複数通貨データのレポート

複数通貨の操作
一定の条件を満たしているかぎり、単一通貨または複数通貨に基づいて財務情報のプ
ランや分析を行うことができます。

複数通貨が使用可能な場合は、セルに通貨コードが表示されます。次を行えます:

• 現地通貨でのデータ入力

• レポート通貨でのデータの表示またはレポート

「1 つのエンティティに複数通貨を許可」オプションが使用可能になっているフォーム
では、単一または複数通貨の子があるとしても、親エンティティに通貨コードは表示
されません。

通貨換算計算スクリプトを実行すると、ページにあるすべての通貨が換算されます。
たとえば、ページ軸で現地、USD および EUR 通貨メンバーを選択し、現地通貨でデー
タを入力できます。通貨換算計算スクリプトは、そのページで選択されているすべて
の通貨で入力されたデータを動的に計算します。この例では、スクリプトにより現地
通貨が USD および EUR に換算されます。

通貨換算により、レベル 0 の期間のみが変換される期間ディメンション以外のすべて
のレベルが変換され、サマリー表示期間が集約されます。

参照:

• 通貨を設定するには、Oracle Hyperion Planning 管理者ガイド。

• データ・セルの通貨の変更.

• 複数通貨データのレポート.

• 複数通貨の分散.

データ・セルの通貨の変更

管理者により機能が使用可能に設定されていれば、セルの基本通貨以外の通貨でデー
タをセルに入力できます。「使用可能な通貨」にリストされている通貨を使用し、現地
通貨として入力できます。
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ノート:   

エンティティの基本通貨を上書きするには、セルの表示が現地通貨であり、バ
ージョンがボトムアップである必要があります。

セルの基本通貨以外の現地通貨でデータを入力するには:

1. フォームで、セルの現地通貨メンバーを選択します。

2. オプション: 通貨コードを検索するには、「表示」、「通貨」の順に選択します。

「使用可能な通貨」では、アプリケーションの通貨が表示されます。使用する通貨
の「通貨コード」をメモし、ウィンドウを閉じます。「表示」メニューから「通貨」
を選択できない場合、このアプリケーションまたはフォームで複数通貨を使用する
ことはできません。

3. データ・セルの右側で、セルの通貨に「通貨コード」を入力します。

これにより、エンティティの基本通貨が上書きされます。セルの左側は値に使用さ
れます。

4. データの入力と表示は、セルの左側で行います。

5.「ファイル」、「保存」の順に選択し、値を計算して保存します。

フォームの保存時に「通貨の計算」計算スクリプトが実行されるよう設定されてい
て、フォームが複数通貨で使用可能になっている場合、データ値は選択した通貨コ
ードの通貨で表示されます。

複数通貨データのレポート

データ値を基本通貨以外のレポートの通貨で表示させるには、フォームで他のレポー
トの通貨を選択します。

「表示」、「通貨」の順に選択して、通貨の通貨コードを検索できます。

「使用可能な通貨」リストでは、アプリケーションで設定されている通貨が表示されま
す。使用する通貨の「通貨コード」をメモし、ウィンドウを閉じます。(「表示」メニュ
ーから「通貨」を選択できない場合、このアプリケーションまたはフォームで複数通
貨を使用することはできません)。

ノート:   

レポートの通貨にはデータを入力できません。データの入力は現地通貨での
み可能です。

複数通貨データのレポート
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10
プランニング・ユニットの管理

次も参照:

確認プロセスについて

承認ダッシュボードを使用したプランニング・ユニットのステータスの表示

例: 承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」

例: 承認ダッシュボードと「グループ・ステータス」

プランニング・ユニットの検証

プランニング・ユニットの検証問題の表示と解決

プランニング・ユニットのステータスの変更

プランニング・ユニットの注釈の追加または表示

プランニング・ユニットの注釈の印刷

プランニング・ユニットの履歴詳細の表示と注釈の使用

代替確認者の選択

確認プロセスについて
Oracle Hyperion Planning では、シナリオ、バージョンおよびエンティティまたはエ
ンティティの一部の交差点におけるデータのスライスであるプランニング・ユニット
によって予算が追跡されます。これは、プラン・データの準備、注釈、確認および承
認の基本ユニットです。

以降の項では、次の内容を説明します:

• プランニング・ユニットの状態

• プランニング・ユニットのアクション

• プランニング・ユニットの合計の表示

プランニング・ユニットの状態

プランニング・ユニットの状態は次のいずれかになります:

• 未開始 - すべてのプランニング・ユニットの最初の状態です。管理者は「開始」ア
クションを使用してプランニング・ユニットを開始することで確認プロセスを開
始し、これによってプランニング・ユニットの状態が変更されます。「フリーフォ
ーム」では、開始の操作により、プランニング・ユニットの状態が「初回パス」
に変わります。「ボトム・アップ」では、開始の操作により、プランニング・ユニ
ットの状態が「レビュー中」に変わり、移動パス内の最初に移動します。「配分」
では、開始の操作により、プランニング・ユニットの状態が「レビュー中」に変
わり、移動パス内の最後に移動します。
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ノート:   

移動パスの最初と最後とは、状態ではなく、プランニング・ユニットを所有す
る場所とユーザーを指します。

• 初回パス - 予算プロセスに選択されたプランニング・ユニットの最初の状態です。
「初回パス」ではプランニング・ユニットに所有者はありません。「初回パス」状
態では、アクセスできるユーザーはデータを入力し、プランニング・ユニットを
上位へ移動できます。この状態の間、管理者はプランニング・ユニットから一部
またはすべてのメンバーを除外できます。

プランニング・ユニットの確認準備を終えた後で、いくつかのアクションから 1
つを選択し、プランニング・ユニットのステータスを変更して所有権を渡します。
プランニング・ユニットの所有者に選ばれた場合に電子メールで通知を受信でき
るようにするには、電子メールの設定を参照してください。

ノート:   

承認に「フリー・フォーム」テンプレートを使用している場合は、ユーザーは
次の所有者を割り当てる必要があります。

• レビュー中 - これは、「上位へ移動」または「送信」アクションが取られた後の状
態であり、誰かが確認作業を行っていることを示します。「レビュー中」のプラン
ニング・ユニットでは、現在の所有者または管理者のみがデータを変更できます。

「レビュー中」のプランニング・ユニットは、最終的に承認されるまで連続した上
位に移動、送信、サインオフまたは拒否されます。

• 凍結済 - 派生するプランニング・ユニットで関連するすべてのデータがロックされ
ます(読取り専用)。プランニング・ユニットを固定する所有者、またはそのユーザ
ーより上位の所有者は、「固定解除」を選択してこのアクションを解除できます。

• 配分済 - 複数のユーザーが予算を確認します。確認者は、権限および選択された配
分アクション、つまり「配分」、「子の配分」または「所有者の配分」(プランニン
グ・ユニットのステータスの変更を参照)に対して指定された確認者でフィルタ処
理されます。

• サインオフ済 - この状態は、「サインオフ」が選択された場合の状態を示します。
現在の所有者または管理者のみが、「サインオフ済」状態のプランニング・ユニッ
トに対してデータの変更またはなんらかのアクションを取ることができます。プ
ランニング・ユニットがサインオフ済の場合は所有権は変更されません。

• 未サインオフ - 「拒否」が選択された場合の状態です。「未サインオフ」状態のプ
ランニング・ユニットに対しては、現在の所有者または管理者のみがデータの変
更またはなんらかのアクションを取ることができます。

• 承認済 - 「承認」が選択された場合の状態です。移動パスの最後のユーザー(プラ
ンニング・ユニットの所有者)は、所有者または確認者であるかどうかにかかわら
ず、所有者になります。所有者は、プランニング・ユニットを定義するメンバー
の組合せへの書込みアクセス権を持つ場合、データを編集でき、「承認」アクショ
ンを実行できます。移動パスの最後のユーザーである確認者は、プランニング・
ユニットのデータを編集できませんが、「承認」アクションを実行できます。すべ
てのプランニング・ユニットが承認されると、予算サイクルが完了します。

注意:

• 読取りアクセス権のあるユーザーは、「未開始」の状態を除くすべての状態で、デ
ータの表示、承認状態の表示、履歴の表示および注釈の読取りと入力を行うこと
ができます。

確認プロセスについて
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• プランニング・ユニットでは承認の状態がスキップされることがあります。

• 親プランニング・ユニットを使用すると、確認のプロセスを概要レベルで管理で
きます。

• プランニング・ユニットの所有者および確認者は、個別ユーザーまたはグループ
になることができます。所有者または確認者としてのグループの割当ての詳細
は、Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドのグループ・ベースの承認についてを
参照してください。

ノート:   

プランニング・ユニットのステータスを変更する際に使用可能なアクション
は、選択される承認テンプレートにより異なります。たとえば、「配分」テン
プレートを使用する場合、ユーザーは「送信」を使用して所有権を移動パス内
の次のユーザーに渡すことができます。これに対して、「ボトム・アップ」テ
ンプレートを使用する場合は、「送信」は使用できません。かわりに、ユーザ
ーは「上位へ移動」を選択して、所有権を移動パス内の次のユーザーに渡しま
す。「固定」および「固定解除」のアクションは「ボトム・アップ」テンプレ
ートおよび「配分」に対してのみ使用可能になります。

プランニング・ユニットのアクション

プランニング・ユニットで実行できるアクションは、プランニング・ユニットの状態
によって異なります。実行できるアクションは、プランニング・ユニットの状態によ
って異なります。

• 開始 - プランニング・ユニットを開始します

新しいプランニング・ユニットの状態: 「フリーフォーム」の場合「初回パス」、
「ボトム・アップ」、「配分」の場合「レビュー中」

• 除外 - プランニング・ユニットを停止し、すべての履歴を削除します

新しいプランニング・ユニットの状態: 未開始

• 作成: ボトム・アップ - プランニング・ユニットが移動パスの最初に移動します

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 上位へ移動 - 「フリーフォーム」では、プランニング・ユニットはリスト内の任意
のユーザーに移動します。「ボトム・アップ」では、プランニング・ユニットは、
移動パス内の次の位置に移動します。

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 拒否 - 「フリーフォーム」では、プランニング・ユニットはリスト内の任意のユー
ザーに移動します。「ボトム・アップ」、「配分済」では、プランニング・ユニット
は、移動パス内の前の任意のユーザーに移動します。

新しいプランニング・ユニットの状態: 未サインオフ

• サインオフ - プランニング・ユニットを「サインオフ済」状態に移動します

• 委任 - 新たに選択された所有者にプランニング・ユニットを委任します

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 所有権の取得 - 現在の所有者から所有権を取得します。グループの場合、プランニ
ング・ユニットの所有権をグループから取得します。

確認プロセスについて
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新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 戻る - グループに所有権を戻します

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• パス - グループ内で、グループ内の別のユーザーに所有権を渡します

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 凍結 - プランニング・ユニットにデータを入力できないように固定します

新しいプランニング・ユニットの状態: 凍結済

• 凍結解除 - プランニング・ユニットの固定を解除し、データ入力を再度できるよう
にします

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 配分 - プランニング・ユニットが移動パス内の前の位置に移動します

新しいプランニング・ユニットの状態: 配分

• 子の配分 - プランニング・ユニットが移動パス内の前の位置に移動します。選択し
たプランニング・ユニットの子に適用されます。

新しいプランニング・ユニットの状態: 配分

• 所有者の配分 - プランニング・ユニットが移動パス内の最初に移動します

新しいプランニング・ユニットの状態: 配分

• 送信 - プランニング・ユニットが移動パス内の次の位置に移動します

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 最上位に送信 - プランニング・ユニットが移動パス内の最後に移動します

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

• 承認 - プランニング・ユニットを承認します。これにより、承認プロセスが完了
し、プランナは追加アクションを実行できなくなります。

新しいプランニング・ユニットの状態: 承認済

• 再度開く - 承認済のプランニング・ユニットを再度開きます。「再度開く」は、プ
ランナおよび移動パスの最後に位置する対話型ユーザーが実行できます。

新しいプランニング・ユニットの状態: レビュー中

プランニング・ユニットの合計の表示

管理者の設定により、プランニング・ユニットの合計値を表示できるようになります。
たとえば、承認前に予算の合計を表示できます。

合計値を表示できるようにプランニング・ユニットを設定するには:

• 管理者は、すべてのディメンションのメンバーを選択します(Oracle Hyperion
Planning 管理者ガイドのプランニング・ユニットの所有者と確認者の割当てを参
照)。

• 管理者は、プランニング・ユニットの集約値を算出するプラン・タイプを選択し
ます(Oracle Hyperion Planning 管理者ガイドのプランニング・ユニット階層の名前、
スコープ、テンプレートの設定を参照)。

確認プロセスについて
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• 複数通貨アプリケーションで、プランニング・ユニットの合計値を表示するレポ
ート通貨を設定できます(レポート通貨の設定を参照)。合計が正しく計算される
ようにするには、通貨換算ビジネス・ルールを起動します。

承認ダッシュボードを使用したプランニング・ユニットのステー
タスの表示

承認ダッシュボードを使用して、承認のグラフィカル表現を表示します。これにより、
承認ステータス情報をより適切にビジュアル化できます。ビュー選択オプションを使
用して、4 つの異なるビュー(「プロセス・ステータス」ビュー、「レベル・ステータス」
ビュー、「グループ・ステータス」」ビュー、「ツリー・ビュー」)間を簡単に切り替える
ことができます。チャートのセクションをクリックすると、チャート・セクションに
関する詳細情報がチャートの下に表示されるグリッドに表示されます。

承認ダッシュボードを使用してプランニング・ユニットのステータスの表示するには:

1.「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2.「シナリオ」から有効なシナリオを選択し、「バージョン」から有効なバージョンを
選択します。

3.「実行」をクリックします。

アクセス権のあるプランニング・ユニットのリストが表示されます。

4. 画面の右上にある「表示」ドロップダウン・メニューから、プランニング・ユニッ
トに関する情報の表示方法を選択します。

次のビューを使用できます:

• プロセス・ステータス - レビュー中や承認済などの様々なステータスのプラン
ニング・ユニットの割合を表示します。次の情報をカスタマイズできます:

– チャート・タイプ - 「円」または「棒」を選択します。

– グループ化基準 - 情報をグループ化する基準をさらに定義する場合に選択
します。承認ステータスでグループ化する場合は、レビュー中のプランニ
ング・ユニットを表示するかどうか、および所有者と場所のどちらで情報
をリストするかを選択します。

円グラフまたは棒グラフのセクションをクリックして、チャートの下のグリッ
ドにそのチャート・セクションに関する詳細を表示します。たとえば、チャー
トの「レビュー中」をクリックして、レビュー中のプランニング・ユニットに
関する詳細を表示します。

• レベル・ステータス - 保留中または完了したプランニング・ユニットの割合を
レベル別に表示します。次の情報をカスタマイズできます:

– レベルに達しました - 「自分のレベル」または自分のレベルの下のレベル
数を選択します。

– グループ化基準 - 情報をグループ化する基準をさらに定義する場合に選択
します。ステータスでのグループ化を選択した場合は、保留中と完了のど
ちらのプランニング・ユニットを表示するか、および所有者と場所のどち
らで情報をリストするかを選択します。

円グラフのセクションをクリックして、チャートの下のグリッドにそのチャー
ト・セクションに関する詳細を表示します。たとえば、チャートで「管理」お
よび「財務」の保留中プランニング・ユニットをクリックすると、それらのプ
ランニング・ユニットに関する詳細が表示されます。

承認ダッシュボードを使用したプランニング・ユニットのステータスの表示
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• グループ・ステータス - 保留中または完了したプランニング・ユニットの割合
がレベル別にグループ化されて表示されます。次の情報をカスタマイズできま
す:

– レベルに達しました - 「自分のレベル」または自分のレベルの下のレベル
数を選択します。

– グループ化基準 - 「自分のレベル」または自分のレベルの下のレベル数を
選択します。

– リスト基準 - 情報を所有者と場所のどちらでグループ化するかを選択しま
す。

棒グラフのセクションをクリックして、チャートの下のグリッドにそのチャー
ト・セクションに関する詳細を表示します。たとえば、チャートで教育の完了
プランニング・ユニットをクリックすると、それらのプランニング・ユニット
に関する詳細が表示されます。

• ツリー・ビュー - プランニング・ユニットを階層として表示します。プランニ
ング・ユニットを名前、別名、またはその両方で検索できます。

ノート:   

「ツリー・ビュー」は、管理者と、ツリー・ビューを管理する役割がプロビジ
ョニングされているユーザーにのみ表示されます。

「プロセス・ステータス」、「レベル・ステータス」および「グループ・ステータス」
ビューのチャートの下のグリッドには、「プランニング・ユニット」、「承認ステー
タス」、「サブステータス」、「現在の所有者」、「場所」、「パス」およびその他の「詳
細」の列が表示されます。グリッドの上の「アクション」メニューからオプション
を選択するか、アイコンをクリックして次のアクションを実行します:

•  自分のプランニング・ユニットの表示 - 自分が所有者となっているプラン
ニング・ユニットのみ表示します。

•  すべてのフィルタのクリア - 設定したすべてのフィルタをクリアします。

•  デフォルト・ソート - デフォルトの階層ソート順でアルファベット順にソ
ートします。

•  検証 - 選択したプランニング・ユニットのデータを既存の検証ルールで検
証します。

•  ステータスの変更 - プランニング・ユニットのステータスを変更します。

•  リフレッシュ - 行った変更が表示されるように画面をリフレッシュしま
す。

前述のアクションに加えて、「表示」メニューを使用して、表示する列を選択する

か列を並べ替え、 をクリック(または「表示」メニューから「切離し」を
選択)してパネル・コレクションを切り離し、それを含むページの上に表をレンダリ
ングします。

「ツリー・ビュー」の場合は、「プランニング・ユニット」、「プラン・サイクル」(プ
ランニング・ユニットを開始または除外できる)、「承認ステータス」、「サブステー
タス」、「現在の所有者」、「場所」、「パス」およびその他の「詳細」の列がグリッド

承認ダッシュボードを使用したプランニング・ユニットのステータスの表示
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に表示されます。グリッドの上のメニューとアイコンを使用して、次のアクション
を実行します:

• アクション - 「リフレッシュ」を選択して、行った変更が表示されることを確

認します。 をクリックしてデータをリフレッシュすることもできます。

• 表示 - ツリー・ビューをカスタマイズします。表示する列の選択、列の切離し、
ビューの縮小、選択した列を一番上の列として表示、一番上の列への移動、最
初の列へのスクロール、最後の列へのスクロールおよび列の並替えを行うこと
ができます。

• 検索 - 特定のプランニング・ユニットを名前、別名、またはその両方で検索し

ます。 をクリックして上方向に検索するか、 をクリックして下方向に検
索します。

•  - パネル・コレクションを切り離し、それを含むページの上に表をレ
ンダリングします

•  - 現在の列から 1 レベル上に移動します。

•  - ツリー・ビューの最上位レベルに移動します。

•  - 現在の列をビューの一番上の列として表示します。

5. が含まれる列で列見出しを右クリックし、列のコンテンツ別にプランニング・ユ
ニット・リストを並べ替えます:

• 昇順ソート

• 降順ソート

• 「デフォルト・ソート」では、デフォルト順序でアルファベット順にソートしま
す。

• 「フィルタ」では、次の手順に示すように、列メンバー基準を「フィルタ」ダイ
アログ・ボックスで入力し、表示されるプランニング・ユニットを決定します。

• 「フィルタのクリア」では、選択した列でフィルタをクリアします。

• 「すべてのフィルタのクリア」では、表示列に設定されているすべてのフォルダ
をクリアします。

6. オプション: 列見出しで をダブルクリックし、「フィルタ」ダイアログ・ボックス
を開いてから、列に適切なオプションを選択します:

• プランニング・ユニット:

a. 「プランニング・ユニット名」を入力します。

b. オプション: をクリックし、選択してから、「OK」をクリックします。

c. 「プランニング・ユニット世代」を入力します。世代番号と範囲を入力でき
ます。番号と範囲の両方を入力する場合、「1, 3, 5-7」のようにカンマを区
切り文字として使用します。

承認ダッシュボードを使用したプランニング・ユニットのステータスの表示
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• サブステータス: 「検証ステータス」オプションを選択してから、「OK」をク
リックします。

• 承認ステータス: 「承認ステータス」オプションを選択してから、「OK」をク
リックします。

• 現在の所有者:

a. 「ユーザー名」を入力します。

b. オプション: をクリックし、「確認者の選択および割当て」ダイアログ・
ボックスでオプションを選択してから、「OK」をクリックします。

• 場所:

a. 場所名を入力します。

b. オプション: をクリックし、選択してから、「OK」をクリックします。

c. 場所世代を入力します。世代番号と範囲を入力できます。番号と範囲の両
方を入力する場合、「1, 3, 5-7」のようにカンマを区切り文字として使用し
ます。

7. オプション: 「パス」の をクリックすると、プランニング・ユニットの可能性
のある移動パスを表示します。

8. オプション: 「詳細」の をクリックすると、プランニング・ユニットの詳細(履歴
など)を表示します。プランニング・ユニットの履歴詳細の表示と注釈の使用を参照
してください。

例: 承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」
この例では、Sr_VPがエンティティ Senior VPおよびそのすべての子孫への書込み
アクセス権を持ち、ユーザー VPがエンティティ VPおよびそのすべての子孫へのアク
セス権を持つ階層を使用します。

 

 

例: 承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」
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この例では、ユーザーが Sr_Dir_Zone1としてアプリケーションにログオンし、「承
認の管理」を選択し、「Scen1」および「Ver1」を選択して「実行」をクリックするこ
とを想定します。ユーザーは、次に「表示」、「レベル・ステータス」の順に選択しま
す。

 

 

次の図に示すように、「自分のレベル」はログインしたユーザーが所有するプランニン
グ・ユニットの「場所」を表します。ユーザーがプランニング・ユニットを所有しな
い場合(たとえば、ユーザーがレビュー担当者の場合)、「自分のレベル」はユーザーが
読取り/書込みアクセス権を持つ最上位レベル(最上位の「エンティティ」レベルなど)
を表します。ダッシュボード・ステータス「完了」または「保留中」は、プランニン
グ・ユニットが、「レベルに達しました」ドロップダウン・リストで選択したレベルに
達したかどうかを示します。プランニング・ユニットが選択されたレベルまたは最上
位レベルにある場合、ステータスは「完了」と表示されます。プランニング・ユニッ
トが選択されたレベル以上にまだ達していない場合、ステータスは「保留中」と表示
されます。

ログインしたユーザー Sr_Dir_Zone1がレベル(または「場所」) Senior Director
Zone1にあるプランニング・ユニットを所有しているとします。次の図に示すように、

「場所」列には、すべてのプランニング・ユニットが Senior Director Zone1より
下のレベルであり、これ以上のレベルには何もないことが示されています。ステータ
スは、このユーザーがアクセス権を持つプランニング・ユニットについて、100%が「保
留中」であることを示しています。

 

例: 承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」
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この例では、ログオンしているユーザー Sr_Dir_Zone1が「レベルに達しました」フ
ィールドで 1 レベル下を選択します。個々の製品のディレクトリによって所有される
プランニング・ユニットは、ログオンしているユーザー Sr_Dir_Zone1の 1 レベル下
にあります。すべてのプランニング・ユニットがディレクトリ・レベルにあるため、
次の図に示すように、ダッシュボードには 100%のプランニング・ユニットが「完了」
として表示されます。

ノート:   

「完了」および「保留中」ステータスは、実際のプランニング・ユニットの「承
認ステータス」または「サブステータス」に関連しません。

ユーザーは、グラフをクリックして、「承認の管理」ページの下部にリストされている
対応する情報をリフレッシュできます。

この例では、別のユーザーが Dir_prodDとしてログオンし、Director Zone1
Product D Planning Unitを上位へ移動して、Senior Director Zone1がこの
プランニング・ユニットの所有者になるようにすることを想定します。ユーザー
Dir_prodAがログオンし、「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。次に、ユー
ザーは「Scen1」と「Ver1」を選択し、「実行」をクリックして「表示」、「レベル・ス
テータス」の順に選択します。ユーザー Dir_ProdAは、IDescendants (Director
Zone1)への読取りアクセス権とエンティティ Director Product Aへの書込みア
クセス権を持ちます。このアクセス権により、ユーザー Dir_ProdAには「レベルに達
しました」ドロップダウン・リストに「自分のレベル」および 1 レベル上という 2 つ
のオプションが表示されます。

このユーザーがドロップダウン・リストで「自分のレベル」を選択すると、ユーザー
Dir_ProdAがアクセス権を持つすべてのプランニング・ユニットが Dir_ProdA以上
のレベルに達しています。ユーザーがダッシュボード・グラフをクリックして画面の
下部にある表をリフレッシュすると、「場所」列には、すべてのプランニング・ユニッ

例: 承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」
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トが Director Zone1 ProductA以上のレベルにあることが表示されます。ステー
タスは、このユーザーがアクセス権を持つプランニング・ユニットについて、100%が
「完了」であることを示しています。

 

 

このユーザーが「レベルに達しました」ドロップダウン・リストで 1 レベル上を選択
し、「完了」、グラフの「25%」部分をクリックすると、グラフには、Dir_ProdAがア
クセス権を持つプランニング・ユニットについて、4 分の 1 が 1 レベル上または
Senior Director Zone 1 Locationに達したことが示されます。前に上位に移
動された Director Zone1 Product Dプランニング・ユニットは、Location
Senior Director Zone1になります。「保留中」をクリックすると、グラフの

「75%」部分に、Dir_ProdAがアクセス権を持つプランニング・ユニットの 4 分の 3
が、1 レベル上の場所 に達していないことが示されます。これらのプランニング・ユ
ニットは、「保留中」と表示されます。

 

 

例: 承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」
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例: 承認ダッシュボードと「グループ・ステータス」
「グループ・ステータス」は、「レベル・ステータス」オプションによって表示される
情報を別の方法で視覚化したものです。前の例と同様に、この例では、ユーザー Sr_VP
がエンティティ Senior VPおよびそのすべての子孫への書込みアクセス権を持ち、ユ
ーザー VPがエンティティ VPおよびそのすべての子孫へのアクセス権を持つ階層を使
用します。

この例では、ユーザーが Dir_prodAとしてログオンし、「ツール」、「承認の管理」の
順に選択し、「Scen1」および「Ver1」を選択して「実行」をクリックすることを想定
します。ユーザーは、次に「表示」、「グループ・ステータス」の順に選択します。例:
承認ダッシュボードと「レベル・ステータス」で示したように、ユーザー Dir_ProdA
が「自分のレベル」を選択すると、このユーザーがアクセス権を持つすべてのプラン
ニング・ユニットがこのレベル以上に達しているため、すべてのプランニング・ユニ
ットが完了として表示されます。次の図に示すように、「自分のレベル」にある 4 つの
プランニング・ユニットも「完了」として表示されます。

 

 

Dir_ProdAが「レベルに達しました」ドロップダウン・リストで 1 レベル上を選択
し、「グループ化基準」ドロップダウン・リストで「自分のレベル」を選択し、「リス
ト基準」ドロップダウン・リストで「場所」を選択するとします。次の図に示すよう
に、グラフには 1 レベル上が Location Senor Director Zone1に関連付けられて
いることが示されます。1 つのプランニング・ユニット、Director Zone 1
Product Dがこのレベルに達しています。他の 3 つのプランニング・ユニットはこの
レベルにまだ達していません。3 つのプランニング・ユニットが「保留中」として表示
され、1 つのプランニング・ユニットが「完了」として表示されています。

 

例: 承認ダッシュボードと「グループ・ステータス」
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この例では、ユーザーが「グループ化基準」ドロップダウン・リストで 1 レベル上を
選択することを想定します。ユーザーは、グラフの一部をクリックして、画面の下部
の表に表示される詳細を参照できます。「グループ化基準」と「リスト基準」の選択で
は、「レベルに達しました」オプションに対して表示される情報の内容は変更されませ
ん。「グループ化基準」ドロップダウン・リストで別のオプションを選択すると、「レ
ベルに達しました」ドロップダウン・リストで選択したオプションによって表示され
る情報のビジュアル表現が変更されます。「リスト基準」ドロップダウン・リストから
別のオプションを選択すると、グラフの横軸のラベルが変更されます。
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プランニング・ユニットの検証

予算プロセスが完了するまで、プランニング・ユニットは確認者間を移動します。各
確認者は、予算を次の確認者に送信する前にプランニング・ユニットを検証する必要
があります。検証により、確認者が処理するプランニング・ユニットに定義されてい
るすべてのデータ検証ルールが実行され、プランニング・ユニットの移動パス内のデ
ータ・エラーまたは変更がレポートされます。

選択した「承認」テンプレートによって、予算をレビューする最初のユーザーが決定
されます。最初のユーザーは、割り当てられたタスクを完了し、次に、予算を上位に
移動したり(「ボトム・アップ」テンプレート)、予算を送信します(「配分」テンプレー
ト)。プリファレンスで承認通知が設定されている場合、次の所有者に予算に注目する
よう警告します。予算がユーザー間で受渡しされれば、他のユーザーにも通知されま
す。

レビュー・プロセスは、イベントにより変更がトリガーされていなければ移動パスに
沿って行われます。移動パスに影響するイベントは次のとおりです:

• 給与、新規採用または資本設備などの予算項目の費用の境界を超過する場合、ま
たは境界に到達しない場合

• 現在の所有者が予算を、追加情報を求めて前の所有者に戻す場合

• 現在の所有者が、必ずしも移動パスにいないが許可されたユーザーに支援を求め
る場合

プランニング・ユニットを検証するには:

1.「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2.「シナリオ」で、シナリオを選択します。

プランニング・ユニットの検証
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3.「バージョン」で、バージョンを選択します。

4.「実行」をクリックし、選択したシナリオとバージョンの組合せに関連付けられた
プランニング・ユニットを表示します。

リストされたプランニング・ユニットは承認に使用できます。ツリーまたはフラッ
ト・リストでのプランニング・ユニット・メンバーの表示、階層の展開、および列
ヘッダーのクリックによるリストのソートを行うことができます。

5. が含まれる列で列ヘッダーを右クリックし、コンテンツ別にプランニング・ユニ
ット・リストを並べ替えます。列ヘッダーでダブルクリックして「フィルタ」ダイ
アログ・ボックスを開いてから、オプションを選択することで、リストをフィルタ
します。

プランニング・ユニットの順序付けおよびフィルタリングの詳細は、承認ダッシュ
ボードを使用したプランニング・ユニットのステータスの表示の手順 5 から 6 を参
照してください。

6. プロセス・ビュー、プランニング・ユニットの順に選択し、「検証」をクリックし
て、プランニング・ユニットに関連付けられているすべてのデータ検証ルールを実
行します。

関連付けられているすべてのデータ検証ルールの条件が満たされると、「追加の承
認は不要です」というメッセージが「サブステータス」に表示されます。これは、
プランニング・ユニットが移動可能であることを示します。

7. 他のメッセージが表示された場合は、データ検証レポートを確認し、必要なアクシ
ョンを実行します。プランニング・ユニットの検証問題の表示と解決を参照してく
ださい。

ノート:   

開始されていないプランニング・ユニットは検証できません。

ノート:   

「上位へ移動」を選択した場合も、プランニング・ユニットに定義されている
検証ルールが実行されます。関連付けられているすべてのデータ検証ルール
の条件が満たされると、プランニング・ユニットの移動パスに定義されている
次の所有者にプランニング・ユニットが移動されます。

プランニング・ユニットの検証問題の表示と解決

プランニング・ユニットの検証によって問題を示すメッセージが戻された場合、検証
レポートを確認し、見つかったデータ・エラーを修正して、必要であれば他のアクシ
ョンを実行します。

管理者がアプリケーション・モニターを使用してアプリケーションまたはアプリケー
ション・アーティファクト(プランニング・ユニットなど)を評価した場合、パフォーマ
ンスしきい値を超えているため承認または移行プロセスが発生しなかったことを示す
メッセージを受け取ることがあります。アプリケーション・モニターの詳細は、Oracle
Planning and Budgeting Cloud Service Planning の管理を参照してください。

検証問題を表示して解決するには:

1. プランニング・ユニットの「サブステータス」でメッセージを確認し、必要な変更
を行って問題を修正します。

プランニング・ユニットの検証問題の表示と解決
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たとえば、「失敗: 新規所有者が許可されていません」というメッセージである場
合、権限を持つ所有者を次の確認者として指定します。

2. メッセージが「失敗: 無効なデータ」または「失敗: 追加の承認が必要です」である
場合、次のようにメッセージをクリックして検証レポートを表示し、問題を特定し
て解決してください:

a. 検証レポート・メッセージを確認します。

ノート:   

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace またはスタ
ンドアロンの Oracle Hyperion Planning のいずれを使用しているかに応じて、
検証レポートは新規タブまたは新規ブラウザ・ウィンドウで開きます。

b. 左側のペインで、各ページ名をクリックし、エラーまたはメッセージが含まれる
フォームを表示してから、各ページの組合せをクリックし、フォームを開いてそ
の検証エラーおよびメッセージを表示します。

c. データ・エラーを解決し、ページごとに必要なアクションを実行してから、「保
存」をクリックして変更を保存します。

d. タブまたはブラウザを閉じて検証レポートを閉じてから、「承認」ページを選択
します。

e.「検証」を再クリックし、プランニング・ユニットに検証問題がこれ以上ないこ
とを確認します。

問題がある場合は、これを修正し、解決されるまで再検証します。

プランニング・ユニットのステータスの変更

プランニング・ユニットのステータスは、確認者が予算を別の確認者に渡すたびに変
更されます。プランニング・ユニットのステータスは、確認者が予算を別の確認者に
送信するときに取るアクションに基づいて割り当てられます。

ノート:   

親プランニング・ユニットのステータスを変更する場合、子が「初回パス」状
態時に除外されているかまたはすでに承認されている場合を除き、変更するプ
ランニング・ユニットのすべての子も変更されます。

プランニング・ユニットのステータスを変更するには:

1.「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2.「シナリオ」からシナリオを選択し、「バージョン」からバージョンを選択します。

3.「実行」をクリックします。

4. プランニング・ユニットの「詳細」をクリックします。

5.「アクションの選択」で、次を選択します。

• 作成: 選択されたすべてのプランニング・ユニット(すべての子孫を含む)の所有
権を、プランニング・ユニット階層においてそのプランニング・ユニットに定
義された最初の所有者に変更します。

プランニング・ユニットのステータスの変更
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ノート:   

プランニング・ユニットの最初の所有者は、「配分」テンプレートと「ボトム・
アップ」テンプレートとでは異なります。「配分」テンプレートの場合、最初
の所有者はプランニング・ユニット階層の最上位の所有者です。「ボトム・ア
ップ」テンプレートの場合、最初の所有者はプランニング・ユニット階層の最
下位の所有者です。

• 開始: 予算プロセスを開始し、プランニング・ユニットのステータスを「初回パ
ス」に変更します。このアクションは「ツリー・ビュー」で使用可能です。

• 上位へ移動: レビューのため、プランニング・ユニットを別のユーザーに渡しま
す。このアクションでは、初めてプランニング・ユニットの所有権が割り当て
られ、次回からはプランニング・ユニットの所有権がある確認者から別の確認
者へと転送されます。「上位へ移動」により、現在の所有者による暗黙のサイン
オフが行われ、プランニング・ユニットのステータスが 「レビュー中」に変更
されます。

• 除外: 予算プロセスからプランニング・ユニットを除外します。このアクション
は「ツリー・ビュー」で使用可能です。

• 拒否: プランニング・ユニットが直前の所有者による追加作業を必要とすること
を示します。「拒否」では、通常、以前の所有者による別の繰返しの作成が必要
となります。デフォルトでは、「拒否」によってプランニング・ユニットの所有
権が直前の所有者に戻りますが、次の所有者を選択できます。「拒否」により、
プランニング・ユニットのステータスは「未サインオフ」に変更されます。

• 承認: プランニング・ユニットを承認し、そのステータスを「承認済」に変更し
ます。「配分」または「ボトム・アップ」テンプレートを使用する場合は、移動
パスの最後の所有者のみが、プランニング・ユニットを承認できます。「フリ
ー・フォーム」テンプレートを使用する場合は、「未開始」を除くすべてのステ
ータスのプランニング・ユニットを承認できます。「未サインオフ」または「初
回パス」ステータスのプランニング・ユニットは、管理者のみ承認できます。

確認者は、プランニング・ユニットを承認することで、暗黙にサインオフした
ことになります。通常、プランニング・ユニットは 1 度のみ承認されます。た
だし、管理者は承認済のプランニング・ユニットを拒否して、再度の承認を要
求できます。

• 委任: 移動パスに含まれていないユーザーに所有権を渡します。「次の所有者の
選択」からユーザーを選択して、そのユーザーに所有権を渡します。指定した
ユーザーは、完了時に「上位へ移動」を選択して、移動パス上の最初の承認者
に予算を返します。このアクションは、「ボトム・アップ」および「配分」テン
プレートで使用できます。

• 所有権の取得: プランニング・ユニットの所有者、および選択した親プランニン
グ・ユニットの下のすべてのレベル 0 のプランニング・ユニットの所有者にな
ります。現在のユーザー、およびプランニング・ユニット階層の現在のプラン
ニング・ユニット所有者より上位のユーザーに使用可能です。

• 凍結: 派生するプランニング・ユニットで関連するすべてのデータをロックしま
す。このアクションにより、すべての関連データが読取り専用となりますが、
プランニング・ユニットの所有権は変わりません。

• 「配分」、「子の配分」、または「所有者の配分」: プランニング・ユニットの所有
権を複数のユーザーに渡します。配分アクションの動作は、プランニング・ユ
ニット階層における予算の現在の場所によって異なります。これらのアクショ
ンは、「配分」テンプレートを使用する場合のプランニング・ユニット階層に対
するアクションです。

プランニング・ユニットのステータスの変更
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「配分」は、所有権を、プランニング・ユニット階層の現在のレベルのメンバー
に割り当てます。「子の配分」は、プランニング・ユニットの所有権を現在の所
有者の子に割り当てます。「所有者の配分」は、プランニング・ユニットの所有
権をプランニング・ユニット階層作成時に定義されたレベル 0 の所有者に割り
当てます。

• サインオフ: プランニング・ユニットをサインオフします。「サインオフ」では
プランニング・ユニットの所有権は転送されませんが、状態が「サインオフ済」
に変更されます。

• 送信: プランニング・ユニットを次のレベルに送信します。

• 最上位に送信: 階層内で定義された最上位のユーザーに所有権を付与します。

• 再度開く: 承認済のプランニング・ユニットを再度開きます。

6. オプション: 「注釈の追加」をクリックして、コメントを入力します。

プランニング・ユニットの注釈の追加または表示を参照してください。

7.「完了」をクリックします。

プランニング・ユニットの注釈の追加または表示
注釈は、開始したプランニング・ユニットのデータに関するコメントです。注釈を表
示または追加するには、プランニング・ユニットへの読取り権限が必要となります。
注釈は、シナリオ、バージョンおよびプランニング・ユニット・メンバーの組合せな
どによって異なります。

プランニング・ユニットの注釈を追加するには:

1. 「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2. 「シナリオ」からシナリオを選択し、「バージョン」からバージョンを選択します。

3. 「実行」をクリックします。

4. プランニング・ユニットの「詳細」をクリックします。

5. 「注釈の追加」をクリックします。

6. 「タイトルの入力」で、注釈のタイトルを入力します。

7. 「注釈の入力」で、コメントを入力します(半角で 1,500 文字以内。ただし、マルチ
バイト・システムでは、注釈を 750 文字以内にすることをお薦めします)。

ノート:   

注釈を表示する際にハイパーリンクとして表示される URL を入力できます。

8. 「送信」をクリックします。

ノート:   

「データの入力」ページからプランニング・ユニットに注釈を追加することも
できます。このページを表示するには、プランニング・ユニットを選択し、「編
集」、「プランニング・ユニットの注釈」の順にクリックします。

プランニング・ユニットの注釈の追加または表示
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プランニング・ユニットの注釈を表示するには:

1. 「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2. 「シナリオ」からシナリオを選択し、「バージョン」からバージョンを選択します。

3. 「実行」をクリックします。

4. 表示するプランニング・ユニットの「詳細」をクリックします。

5. 「既存の注釈」で、プランニング・ユニットのコメントを表示します。

6. 「完了」をクリックします。

プランニング・ユニットの注釈の印刷
管理者は、プランニング・ユニットの注釈レポートを印刷できます。

プランニング・ユニットの履歴詳細の表示と注釈の使用

プランニング・ユニットの詳細にアクセスすると、表示される 2 つのタブを使用して
次のタスクを実行できます:

• 「履歴」タブを使用して、読取りアクセス権を持つプランニング・ユニットに関連
する履歴情報を表示します。このタブでは、プランニング・ユニットで実行され
た最後のアクション、アクションが実行されたタイミング、プランニング・ユニ
ットの承認ステータス、および現在の所有者などの情報が提供されます。また、
このタブでプランニング・ユニットのステータスを変更することもできます。

• 「注釈」タブを使用して、注釈の読取りおよび作成を行い、プランニング・ユニッ
トに関する追加情報を表示または指定します。

プランニング・ユニットの詳細を表示するには:

1.「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2.「シナリオ」からシナリオを選択し、「バージョン」からバージョンを選択します。

3.「実行」をクリックします。

4.「詳細」で をクリックして、プランニング・ユニットの履歴に関する追加情報を
表示します。

5.「履歴」で、「ステータスの変更」を選択して、プランニング・ユニットのステータ
スを変更(たとえば、プランニング・ユニットを移動)します。プランニング・ユニ
ットのステータスの変更を参照してください。「アクション」、「可能性のある移動
パス」の順に選択して、検討用にプランニング・ユニットを送信できるユーザーま
たはグループを表示することもできます。

6.「注釈」を選択して、プランニング・ユニットへのノートの読取りまたは添付を行
います。

代替確認者の選択
予算確認プロセス中に確認者が不在の場合、このユーザーの不在時に確認責任を担当
する代替確認者を選択できます。ユーザーが戻ったときに確認責任を戻すには、「不在
時のアシスタント」を使用します。

代替確認者を選択するには、次の手順を実行します:

プランニング・ユニットの注釈の印刷
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1. 「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2. 「不在時のアシスタント」のリンクをクリックします。

3. 「現在不在です。」を選択します。

4. 「アクションの選択」で、アクションを選択します。

5. 「次の所有者の選択」から代替確認者を選択します。

6. オプション: 注釈を入力します。

7. ユーザーが戻った場合、「現在不在です。」の選択を解除します。

8. 「保存」をクリックします。

ユーザーが戻ったときに確認責任を戻すには:

1. 「ツール」、「承認の管理」の順に選択します。

2. 「不在時のアシスタント」のリンクをクリックします。

3. 「不在時のアシスタント」ダイアログ・ボックスで、「現在不在です。」の選択を解
除します。

4. 「保存」をクリックします。

代替確認者の選択
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11
ユーザー・プリファレンスの設定

次も参照:

アプリケーション設定のプリファレンスの設定

レポート通貨の設定

表示オプションのプリファレンスの設定

印刷オプションのプリファレンスの設定

ユーザー変数のプリファレンスの設定

アプリケーション設定のプリファレンスの設定
「プリファレンス」ページで、「アプリケーション設定」タブを使用してプリファレン
スを設定します:

• 承認およびジョブ通知用に電子メールを設定します。電子メールの設定を参照し
てください。

• 一連の別名を選択し、ディメンションおよびメンバー名を表示します。別名とメ
ンバーの設定を参照してください。

• 承認オプションと不在時設定を設定します。承認オプションの設定および代替確
認者の選択を参照してください。

• 複数通貨アプリケーションで、集約されたプランニング・ユニットの値を表示す
るレポート通貨を設定します。レポート通貨の設定を参照してください。

ノート:   

オプションを管理者が設定した値にリセットするには、「アプリケーション・
デフォルトを使用」を選択します。

次のタブで他のプリファレンスを設定します:

• 表示オプション: 表示オプションのプリファレンスの設定を参照してください

• ユーザー変数オプション: ユーザー変数のプリファレンスの設定を参照してくだ
さい

電子メールの設定

電子メールが設定済で、通知が使用可能になっている場合、ユーザーがプランニング・
ユニットの所有者になったか、特定の予算アクションについて通知されるユーザーと
して指定されたときに、Oracle Hyperion Planning より通知が送信されます。
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電子メール通知を使用可能にするには:

1.「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択します。

2.「Planning」アイコンをクリックし、「アプリケーション設定」を選択します。

3. 電子メール・アドレスに、電子メール・アドレスを入力します。

4.「タスク・リスト通知」および「承認オプション」で、「はい」または「いいえ」を
選択します。

5.「ジョブ・コンソール通知」で、起動したジョブ(ビジネス・ルールなど)が完了した
またはエラーが発生した場合に電子メールで通知を受け取るには、「はい」を選択
します。

6.「OK」をクリックします。

これで、プランニング・ユニット所有者または通知対象ユーザーになった場合に電
子メールで通知を受信できます。「件名」の行のフォーマットは次のようになりま
す: 新規所有者: Abc プラン(シナリオ、バージョン、エンティティ)。

7. 電子メールによる通知を使用可能にするアプリケーションごとに前述の手順を繰
り返します。

別名とメンバーの設定

より簡単にディメンションおよびメンバーを認識できるように、管理者は、アカウン
ト、エンティティ、通貨、シナリオ、期間、バージョン、年およびユーザー定義のデ
ィメンションおよびメンバーに別名と呼ばれるかわりの説明的な名前を割り当てるこ
とができます。この場合、ディメンションおよびメンバー名の表示に使用する一連の
別名を選択できます。たとえば、1 つの別名表ではメンバーをフランス語で表示でき、
別の表ではメンバーをドイツ語で表示できます。

様々な場所でメンバーと別名の次の表示オプションを適用できます。別名とメンバー
表示の設定を定義できる場所を参照してください。

• デフォルト - フォーム、グリッドまたはディメンション設定によって決定されるデ
ータを表示します

• メンバー名 - メンバー名のみ

• 別名 - メンバーの別名のみ(定義されている場合)

• メンバー名:別名 - 名前に続けて別名(定義されている場合)

• 別名:メンバー名 - 別名(定義されている場合)に続けて名前

別名とメンバー表示の設定を定義できる場所

メンバーと別名の表示設定は、次のように設定できます:

表 11-1 メンバーおよび別名の表示設定を指定する場所

ユーザー・タイプ 手順 注意

管理者 「管理」、「アプリケーション」、「設
定」、「現在のアプリケーション・デ
フォルト」の順に選択し、「別名表」
および「メンバー名/別名の表示」リ

ストを使用します。

ここでの設定は、プランナが指定し
た設定で上書きされることがありま
す。

アプリケーション設定のプリファレンスの設定
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表 11-1 (続き) メンバーおよび別名の表示設定を指定する場所

ユーザー・タイプ 手順 注意

「管理」、「アプリケーション」、「設
定」、「現在のアプリケーション・デ
フォルト」の順に選択し、「別名表」
および「メンバー名/別名の表示」リ

ストを使用します。

プランナ 左側の「プリファレンス」を選択す
るか、または次の手順に示すように、
「ファイル」、「プリファレンス」、「プ
ランニング」、「アプリケーション設
定」の順に選択します。

ここでの設定は、アプリケーション
のデフォルト・レベルで管理者が定
義する設定より優先されます。

管理者 メンバーと別名の表示設定を次のよ
うに指定できます:
• フォームを編集: 「管理」、フォ

ームの管理の順に選択し、フォ
ームを開いて編集してから「レ
イアウト」を選択し、右側のフ
レームで必要なディメンショ
ン設定を選択します。メンバ

ー・セレクタ用のメンバーおよ
び別名の表示設定の指定を参
照してください

• ディメンション設定を編集:
「管理」、「管理」、「ディメンシ
ョン」の順に選択し、ディメン
ションを開いて編集してから
「表示オプション」リストを使
用します。

• メンバー・セレクタを使用: 選
択したディメンションのメン
バー・セレクタを開き、「表示
プロパティ」リストを使用して
表示オプションを選択します。

ここでの設定は、アプリケーション
のデフォルト・レベルで管理者が定
義する設定より優先されます。

プリファレンスを使用した別名およびメンバーの表示オプションの定義

プリファレンスを使用して別名とメンバーを設定するには:

1. 次のタスクを実行します:

• 「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択し、「Oracle Hyperion Planning」
アイコンをクリックします。

• 左側の「プリファレンス」を選択します。

2.「アプリケーション設定」を選択します。

3.「別名設定」領域の「別名テーブル」から、別名テーブルを選択します。

4.「メンバー名/別名の表示」で、アプリケーション全体で「メンバー・セレクタ」に
表示するメンバー・データの種類を有効にするオプションを選択します:

アプリケーション設定のプリファレンスの設定
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• デフォルト - フォーム、グリッドまたはディメンション設定によって決定され
るデータを表示します

• メンバー名 - メンバー名のみ

• 別名 - メンバーの別名のみ(定義されている場合)

• メンバー名:別名 - 名前に続けて別名(定義されている場合)

• 別名:メンバー名 - 別名(定義されている場合)に続けて名前

承認オプションの設定

承認タスクの場合、不在の確認者のかわりとなる確認者を指定できます。また、次の
表示オプションを設定することもできます:

• メンバー名(暗号化されている可能性あり)または別名

• 起動されたプランニング・ユニットと起動されていないプランニング・ユニット

承認オプションを設定するには

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「アプリケーション設定」を
選択します。

3.「承認オプション」で、「はい」を選択して次の表示プリファレンスを設定します:

• プランニング・ユニットを別名として表示: 承認ページにメンバー名ではなくメ
ンバーの別名を表示します。

• 起動されていないプランニング・ユニットの表示: 起動されたプランニング・ユ
ニットおよび起動されていないプランニング・ユニットを表示します。(このオ
プションは、フラット・リスト・ビューにのみ影響します。)

4. オプション: 「不在時のアシスタント」のリンクをクリックし、現在確認者が不在
である場合の代替予算確認者を設定するか、確認者が戻ったときに確認者責任をリ
セットします。代替確認者の選択を参照してください。

5.「OK」をクリックします。

レポート通貨の設定

複数通貨アプリケーションで、集約されたプランニング・ユニットの値を表示するレ
ポート通貨を設定できます(管理者が、プランニング・ユニットの交差を完全に定義し
た場合)。たとえば、予算を承認する前に予算の合計値を表示できます。この項で説明
するように、値は、プリファレンスまたはアプリケーション設定(「アプリケーション・
デフォルトを使用」オプションが選択されている場合)に従ってフォーマットされます。
選択したレポート通貨メンバーにより、精度、スケールおよび通貨記号の設定が決ま
ります。複数通貨アプリケーションでレポート通貨を設定しない場合、集約されたプ
ランニング・ユニットの値はアプリケーションの基準通貨で表示されます。

レポート通貨を設定するには:

1.「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択します。

レポート通貨の設定
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2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「アプリケーション設定」を
選択します。

3.「レポートの通貨」で、メンバー・セレクタをクリックします。

4. 集約されたプランニング・ユニットを表示する通貨を選択し、「OK」をクリックし
ます。

表示オプションのプリファレンスの設定
「プリファレンス」ページの「表示オプション」タブでは、次の設定を行うことができ
ます:

• ロードしたフォームに移入するグリッドの行と列の数を指定します。これによ
り、フォーム・ユーザーがスクロールするサイズが決定されます。この設定を指
定しない場合は、25 行と 17 列がフェッチされます。

• フォームで数字がどのように表示されるかを変更します。数値フォーマットの変
更を参照してください。

• ページがどのように表示されるかを設定します。多数ページの検索を使用可能に
するおよび「ページのメンバーのインデント」ドロップダウン・リストを参照し
てください。

• フォームの集計演算子の表示を制御します。集計演算子の表示を参照してくださ
い。

• フォームのサイズに関する警告を使用可能にします。

• フォームの一部を開きます。

• 「ディメンション」ページの各ページで表示するメンバー数を設定します。

• 「アクセス権の割当て」ページの各ページで表示するユーザーおよびグループ数を
設定します。

• 画面に表示されるテキスト・サイズを拡大します。

• 日付の表示を設定します。日付フォーマットの設定を参照してください。

数値フォーマットの変更

「ユーザー・プリファレンス」ページの「表示オプション」タブで、数値フォーマット
を変更できます。選択した結果は、現在のアプリケーションでアクセス権のあるすべ
てのフォームのすべての通貨に適用されます。これらの選択は、管理者によって設定
された個別の通貨設定を上書きします。

「通貨設定」を選択すると、フォームの通貨の値は個別の通貨の初期フォーマットを使
用して表示されます。他のオプションを選択すると、選択した結果は、現在のアプリ
ケーションでアクセス権のあるすべてのフォームのすべての通貨に適用されます。

次の表示を制御できます:

• 3 桁ごとの区切り文字(なし、カンマ、ドットまたはスペース)

• 小数点(ドットまたはカンマ)

• 負数の表示(数値の前または後にマイナス符号を付けるか、数値をカッコで囲む)

• 負数の表示色(黒または赤)

表示オプションのプリファレンスの設定
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数値の表示フォーマットを変更するには:

1.「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「数値のフォーマット」で、次の表に要約されているオプションを選択します。

オプション 例

3 桁ごとの区切り文字 なし: 1000

カンマ: 1,000

ドット: 1.000

スペース: 1 000

入力値には、3 桁ごとの区切り文字を付ける
ことも省略することもできます。

小数点 ドット: 1000.00

カンマ: 1000,00

入力値には小数点を付けることも省略する
こともできます。

負数の符号 先頭のマイナス: -1000

末尾のマイナス: 1000-

括弧: (1000)

負数の色 黒: 負数は黒く表示されます

赤: 負数は赤で表示されます

4.「OK」をクリックします。

ノート:   

フォーマットの選択項目は、セルの外をクリックすると効果が生じます。3 桁
ごとの区切り文字または小数点で「アプリケーション・デフォルトを使用」以
外の設定を選択する場合は、両方の区切り記号を「アプリケーション・デフォ
ルトを使用」オプションで変更する必要があります。3 桁ごとの区切り文字ま
たは小数点で同じオプションは選択できません。パーセンテージ値の入力も
参照してください。

「ページのメンバーのインデント」ドロップダウン・リスト

「ページ」ドロップダウン・リストで、表示されているメンバーがどのようにインデン
トされるかを設定するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「ページ・オプション」の「ページのメンバーのインデント」で、表にリストされ
る次のオプションを選択します:

表示オプションのプリファレンスの設定
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オプション 説明

レベル 0 のメンバーのみインデント 最下位のメンバーのみインデント(デフォル
ト)

階層に基づいてインデント 階層レベルに基づいてメンバーをインデン
ト

インデントしない メンバーをフラット・ビューの連続したリス
トで表示する

4.「OK」をクリックします。

多数ページの検索を使用可能にする

複数のページで作業を行う場合、「検索」によって有効にページを選択できます。Oracle
Hyperion Planning では、ページ数が指定値を超過すると、フォームにドロップダウ
ン・リストが追加されます。

フォームの検索リストをアクティブにするメンバー数を設定するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択します。

3.「ページ・オプション」で、「ページ数を超えた場合に検索を許可」オプションに値
を入力します。

ページ数が指定値に達すると、ドロップダウン・リストおよび がフォームに表
示され、検索が可能であることを示します。フォームでのナビゲーションを参照し
てください。

4.「OK」をクリックします。

集計演算子の表示

集計演算子を表示するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「その他オプション」で、「集計演算子を表示」のオプションを選択します。

4.「OK」をクリックします。

フォームの一部を開く

非常に大きなフォームを開くのに長時間かかる場合は、部分グリッド・フェッチ・サ
イズ表示オプションを設定し、開く行数と列数を指定することで、フォームの一部を
開くオプションを選択できます。この表示オプションを使用する場合は、行数と列数
が最小限になるように注意して設定します。このオプションを大きな値に設定する
と、フォーム上のパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。

フォームの一部を開くには:

表示オプションのプリファレンスの設定

ユーザー・プリファレンスの設定  11-7



1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択します。

3.「その他オプション」の部分グリッド・フェッチ・サイズ・オプションで、行数と
列数をカンマ(,)で区切って入力します。

注意:   

部分グリッド・フェッチ・サイズオプションで指定する行数と列数はできるだ
け小さくする必要があります。大きな数値を使用すると、フォームのロードが
遅くなり、フォームに対する操作に時間がかかります。

4.「OK」をクリックします。

ディメンションおよびアクセス権の割当てページにレコードを表示する

管理者は、「ディメンション」および「アクセス権の割当て」 ページごとに表示される
レコード数を設定できます。

表示されるレコード数を設定するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「その他オプション」で次のことを行います:

• 「ディメンション」ページで表示されるメンバーの数を設定するには、「指定し
たメンバーを各ディメンションのページに表示」に数値を入力します。 

• 「アクセス権の割当て」ページに表示されるユーザーまたはグループの数を設定
するには「各アクセス権の割当てページに指定数のレコードを表示」に数値を
入力します。

4.「OK」をクリックします。

テキスト・サイズの設定

「テキスト・サイズ」オプションでは、現在のセッションで画面に表示されるテキス
ト・サイズを拡大できます。ログオフすると、フォントのサイズは「標準」に戻りま
す。

テキスト・サイズを設定するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「テキスト・サイズ」で、「標準」、「より大きい」、「大」または「最大」を選択しま
す。

4.「OK」をクリックします。

表示オプションのプリファレンスの設定
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日付フォーマットの設定

「日付フォーマット」は、日付がどのように表示されるかを設定します。管理者は日付
フォーマットを設定し、ユーザーは設定を変更してフォームおよびタスク・リストで
作業する際に日付をどのように表示するかを決定できます。

日付フォーマットを設定するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「日付フォーマット」で、「MM-DD-YYYY」、「DD-MM-YYYY」、「YYYY-MM-
DD」または「自動検出」(システムのロケール設定を使用する)を選択します。

4.「OK」をクリックします。

移入するフォームの行と列の数の指定

「部分グリッド・フェッチ・サイズ(行,列)」では、フォームにロードおよび移入される
行と列の数を設定し、フォーム・コンテンツのサイズを決定します。

グリッドのフェッチ・サイズを設定するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「表示オプション」を選択し
ます。

3.「部分グリッド・フェッチ・サイズ(行,列)」で、フェッチする行数を入力し、カンマ
を入力してからフェッチする列数を入力します。

4.「OK」をクリックします。

印刷オプションのプリファレンスの設定

フォームの印刷オプションはフォームのデザイナにより設定されます。デフォルト設
定を使用するかまたは PDF ファイルを作成する独自のオプションを設定できます。
PDF に印刷するには、使用するコンピュータに Adobe Acrobat Reader をインストール
する必要があります。

印刷の準備が整ったら、フォームから直接印刷オプションを設定します。または「プ
リファレンス」を使用し、アクセス権限があるすべてのフォームに適用される印刷オ
プションを設定することも可能です。

ノート:   

管理者により設定された値にリセットするには、「アプリケーション・デフォ
ルトを使用」を選択します。

フォームを PDF ファイルとして出力する場合に印刷オプションを適用するには:

1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

印刷オプションのプリファレンスの設定
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2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「印刷オプション」を選択し
ます。

データの印刷を参照してください。

3. 次の表に要約されているように、PDF オプションを設定します:

オプション アクション

データのフォーマット フォームから数値のフォーマット設定を適
用します。

精度の適用 フォームの精度設定を表示データに適用し
ます。フォームが高精度の数字(小数点以下
の桁数が多い数字)を表示する場合、ファイ
ルで精度を限定することを考慮してくださ
い。

サポート詳細を含める サポート詳細を追加の行に含めるには:

• 標準順序: サポート詳細が、「サポート
詳細」ページに表示されるのと同じ順
序で関連付けられたメンバーの後ろに
挿入されます。

• 逆の順序: 関連付けられていたメンバ
ーの前に「サポート詳細」が挿入され、
「サポート詳細」エントリが逆順になり
ます。子の「サポート詳細」が親の上
部に表示され、兄弟の順序は保存され
ます。

勘定科目注釈の表示 フォームの注釈が表示されます。フォーム
のデザイナにより勘定科目注釈が使用可能
に設定されていれば、このオプションで注釈
が表示されます。

コメントの表示 関連するメモ・ノートの表示

属性メンバーの表示 フォームに割り当てられている属性メンバ
ーを表示します。

通貨コードの表示 フォームが各エンティティに対して複数通
貨をサポートする場合、通貨コードを表示し
ます。

4.「OK」をクリックします。

設定は保存され、アクセス権のあるすべてのフォームに適用されました。

ユーザー変数のプリファレンスの設定

管理者は、サイズの大きなフォームをナビゲートするためにユーザー変数を設定でき
ます。ユーザー変数により、フォームに表示されるメンバーがフィルタされ、自分の
部署の費用などの必要なメンバーのみに集中できるようになります。たとえば、管理
者がエンティティの行および「部署」というユーザー変数を含むフォームを作成する
とします。たとえば販売など、部署ユーザー変数のメンバーを選択することによって
フォームで表示される行数を制限できます。後で部署に他の値、たとえば営業などを
選択できます。変数はプリファレンスかまたはフォームで直接設定できます。ユーザ
ー変数の動的設定を参照してください。

ユーザー変数のプリファレンスを設定するには:

ユーザー変数のプリファレンスの設定
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1. 左側のフレームで「プリファレンス」を選択するか、または「ファイル」、「プリフ
ァレンス」の順に選択します。

2.「Oracle Hyperion Planning」アイコンをクリックし、「ユーザー変数オプション」
を選択します。

ユーザー変数が設定されていれば、「選択したメンバー」に入力が表示されます。

3. メンバーを選択するには、 をクリックします。

4. メンバーを左側から選択します。

エンティティにアクセスできない場合は、チェックボックスは表示されません。

5.「メンバー選択」で、メンバーを選択します。

6.「OK」をクリックします。

7.「ユーザー変数オプション」で、「OK」をクリックします。

ユーザー変数のプリファレンスの設定
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ユーザー変数のプリファレンスの設定
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12
よくある質問

このトピックでは、Oracle Hyperion Planning の使用についての一般的な質問への回
答を行います。

例 12-1 システムはどのような監査能力を持っていますか?

プランニング・ユニットの状態を変更するとき、ユーザーが変更する内容および理由
を説明する注釈を追加します。注釈を使用して書込み履歴またはプランの進展の監査
証跡を作成できます。あるアプリケーションを変更した場合、さらに管理者は監査証
跡を設定できます。

例 12-2 自分のフォームの表示を変更できますか?

はい。「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択して、「Planning」アイコンをクリ
ックします。そして、「表示オプション」を選択し、数値のフォーマット、ページ選
択、印刷などのオプションを設定します。アド・ホック変更を行うには、アド・ホッ
ク・グリッドの操作を参照してください。

例 12-3 大きな階層内で、特定のメンバーをどのようにして検索するのですか?

検索および検索対象の特徴が使用可能なメンバー数を設定できます。次に、メンバー
名順または別名順に階層の上下方向に検索を行い、メンバーを探します。多数ページ
の検索を使用可能にするおよびフォームでのナビゲーションを参照してください。

例 12-4 データを入力するときに、データを切取り、コピー、貼付けおよび削除できます
か?

はい、できます。「コピー」および「貼付け」のショートカットを使用するか、セル内
で右クリックして「切取り」、「コピー」、「貼付け」または「削除」を選択します。デ
ータを調整する場合は、「編集」、「調整」の順に選択します。複数のセルで同時に作業
ができます。

例 12-5 複数のセルで簡単に値を入力できますか?

Planning により値をセルに割り当てます。たとえば、複数セルを選択して、「データの
調整」を選択して、ある程度の比率のみ値を増減することができます。データの調整
と分散を参照してください。

例 12-6 データにテキスト・ノートまたはカスタム・リンクをどのようにして追加できます
か?

機能が使用可能であり、メンバーに対して書込みアクセス権がある場合(勘定科目、エ
ンティティ、シナリオおよびバージョン)、コメントまたはカスタム・リンクを勘定科
目に追加できます。たとえば、共有サーバー上でスプレッドシート・ファイルに対し
てリンクを作成するため、次のような入力が可能です。file://C:/BudgetDocs/
Timeline.xlsここで、「C」はサーバーのドライブ名を表します。

管理者がフォームの「セル・レベルのドキュメントの使用可能」プロパティを選択し
ている場合、セルを Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace
のドキュメントにリンクできます。セル・レベル・ドキュメントの追加、編集、表示
を参照してください。
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例 12-7 複数のセルに対して計算をどのように設定できますか?

セルを選択し、「サポート詳細」をクリックして、テキスト、値およびデータ集約方法
を定義する演算子を追加します。

サポート詳細の操作を参照してください。

例 12-8 メンバーが表示する言語または用語を選択できますか?

管理者が複数の別名表を設定している場合、そこから選択できます。選択した別名表
により、メンバーがフォーム内でどのように表示されるかが決まります。たとえば、
各別名表は他の言語でメンバーを表示するかもしれません。別名をフォーム上に表示
するには、プロパティとして使用可能にする必要があります。「ファイル」、「プリファ
レンス」の順に選択して、使用する別名表を選択します。「Planning」アイコンをクリ
ックして、「アプリケーション設定」タブを選択します。そして、「別名設定」の下の
別名表を選択します。Planning はこの設定を次のセクションのため保存します。

例 12-9 どのようにして、関係のないデータを、値を持たないデータと置き換えるのです
か?

フォーム内で、変更するセルまたはセルの範囲を選択します。#missingと入力して、
フォームを保存します。次のリフレッシュ時にセルはデータベースに保存されます。

例 12-10 どのようにして、ビジネス・ルールをフォームに関係付けますか?

管理者と対話型ユーザーのみがビジネス・ルールをフォームに関係付けることができ
ます。こうして、他の人がビジネス・ルールの起動が使用可能となります。

例 12-11 いつ、ビジネス・ルールを起動すべきでしょうか?

フォームを開いたときに自動的にビジネス・ルールが起動するように、管理者がフォ
ームを設定できます。その場合、手順 1 と 2 をスキップできます。

データの入力作業を始める前に:

1. 「表示」、「リフレッシュ」の順に選択します。Oracle Essbase から最新の値を取得
できます。

2. 「ツール」、「ビジネス・ルール」の順に選択して、準備した計算スクリプトを開始
します。

3. フォームにデータを入力します。

4. 途中でデータベースの値が更新された場合のために、プランニング・ユニットを
上位へ移動する前に、「ツール」、「ビジネス・ルール」の順で再度選択します。

例 12-12 どのようにして自分のページに関係するビジネス・ルールを参照できますか?

フォームを開いて、フォーム左下隅の「ビジネス・ルール」リストをレビューします。

例 12-13 プランニング・ユニットとは何ですか?

プランニング・ユニットとは、シナリオ、バージョンおよびエンティティの交差にあ
るデータのスライスです。また、管理者は、別のディメンションからメンバーを追加
して、エンティティ内に詳細なプランニング・ユニットを作成することもできます。
プランニング・ユニットの管理を参照してください

例 12-14 どのように、プランニング・ユニットを上位へ移動して、レビューするのですか?

プランニング・ユニットのステータスを変更して、予算が担当の確認者に送信される
ようにします。詳細は、プランニング・ユニットのステータスの変更を参照してくだ
さい
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例 12-15 プランニング・ユニットの所有者になったとき、どのようにして電子メールによ
り通知を受けることができるのですか?

あなたがプランニング・ユニットの所有者になったときに電子メールで通知するよう
Planning を設定します。電子メールの設定を参照してください。

例 12-16 どのようにして、プランニング・ユニットの承認されたプロセスを追跡できます
か?

「プロセス定義」ページで、プランニング・ユニットのステータス(履歴、前回のアクシ
ョン、変更されたステータスの日時を含む)を表示できます。プランニング・ユニット
の履歴詳細の表示と注釈の使用を参照してください。

例 12-17 領域全体(地域、事業単位など)を上位へ移動できますか?

事業部や地域など、組織の領域は、Planning 内でエンティティとして表現されます。
エンティティの全体または一部を上位へ移動できます。

例 12-18 自分のプランを上位の確認者に移動後、そのプランを変更できますか?

プランニング・ユニットを上位へ移動したユーザーは、所有者ではなくなります。ま
た、プランを変更できるのは、現在の所有者または予算管理者のみです。変更するに
は、プランニング・ユニットを拒否して戻すよう、現在の所有者または予算管理者に
依頼します。

例 12-19 独力で自分のプランのコピーを作成して、承認されたバージョンと比較できます
か?

プランのコピーを作成するには、管理者に、「個人用の」ボトムアップ・バージョンの
設定を依頼します。自分のデータを上位へ移動する前に、データを自分の個人用バー
ジョンにコピーしてください(「バージョンのコピー」を使用)。こうして、上位へ移動
する前に自分のデータ・レコードを取得できます。

例 12-20 確認者のコメントをすべて読むことはできますか?

アクセス権を持つプランニング・ユニットの注釈はすべて読むことができます。

例 12-21 誰が私のプランを評価できますか?

プランニング・ユニットの一部にアクセスできる作業者は、その部分を評価し、アク
セス・レベルに応じて変更できます。

例 12-22 いつ、「バージョンのコピー」オプションを使用すべきですか?

「バージョンのコピー」は次のような場合に使用します:

• 記録用にデータのコピーを作成します。たとえば、ベースラインとしてコピーを
使用して、将来バージョンのデータと比較します。

• 次のボトムアップ・バージョンの開始点を作成します。たとえば、初回パスのバ
ージョンを 2 回目のパスのバージョンにコピーして、コピーした内容を変更しま
す。

例 12-23 動的に計算されたメンバーを FIX 文に含めることができないことを示すエラー・
メッセージが表示されるため、通貨換算計算スクリプト実行できない場合は、どうすれば
よいですか?

このエラー・メッセージが表示された場合は、管理者に連絡してください。これは、
実行しようとしている計算スクリプトに、動的に計算されたメンバーであるシナリオ、
バージョンまたは通貨が含まれているか、あるいはすべての勘定科目メンバーがこの
ビューに対して動的であることを意味します。
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